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市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　☎23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

　　　泉大津市ホームページはこちらから→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分から午後 5時 15分まで行っています。

泉大津市公式 facebook ページに「いいね！」お願いします。
（アカウント名：泉大津市役所）

史跡指定40年を迎えた池上曽根遺跡（7）
遺跡から見つかったもの
～石の農具「石包丁」～

弥生時代には銅・鉄の道具がつかわれはじめます
が、石を利用した道具を作ること、使うことは暮らし
の基礎でした。池上曽根遺跡からは多種多様な石器が
出土していますが、なかでも石包丁が特徴的です。石
包丁は稲穂を摘み取るための薄い板状の石器で、長方
形や半月型の形状をしています。手のひらにちょうど
収まる大きさで、一辺を研ぎ出して刃をつくりだして
います。一端に１、２個の穴が穿たれ、この穴に紐を
通し作業の際に脱落を防止するために指に引っかけた
り手の甲に巻きつけ固定して使ったようです。

これまでの発掘調査で成品・未完成品合わせて二千
点を超える石包丁が見つかっています。この数の多さ
からすべてを集落内で使用したのではなく、周辺集落
との交易品であったのではないかとも考えられていま
す。石包丁は池上曽根ムラの繁栄に欠かせない道具だ
ったのです。

次回は史跡指定40年を迎えた池上曽根遺跡（8）を
お送りします。　
［問合］生涯学習課（市役所3階）

石包丁の製作過程　上から（荒割→調整→研磨→穿孔）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）
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まるせら暮にか豊心で康健：姿すざめ

たしまい行を習実験体ていつにい扱取
の栓水散用火消、器火消ていおにアリエイラドの下地
、後評講のらか防消、し加参がが参員職の人09約はに練訓
。たしまい行を練訓送搬のどなすい車・ドッベや導誘難
避、し定想を災発ので室理処物汚の階5棟南、は日当

る守を康健の民市、ずらまどとに定認のこ、も後今
。すましざめ

を上向の質の療医み組り取に善改てし対に題課たっな
にから明果結の価評。すでのもるす価評をかうどか
るいてれさ施実に切適、が）能機（動活な的本基のめ
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めざす姿：地域がつながり地域で課題解決できるまち

自治会地域の絆を育む

【自治会が果たしている役割】

①安心・安全なまちづくり  ～災害時や犯罪から地域を守る

②地域の衛生活動  ～資源ごみ無料回収を取りまとめ

③地域情報の提供  ～地域情報満載の回覧など

防災訓練での炊き出し

地域の清掃活動

たこ焼きクーちゃん

東日本大震災や熊本地震などの災害を経験した今、私たちは人との絆の大切さ
をいっそう考えるようになりました。その絆を育む身近な組織として自治会が
あります。加入に関するご相談は人権市民協働課（市役所１階２番窓口）まで。

地域のつながりの大切さが見直されています

▷防災・減災
　阪神淡路大震災では、倒壊した家屋から多くの人が救出されましたが、そ
の多くは自治会の人たちによるものでした。いざというときに備えて、自治
会では日ごろから訓練を実施しています。また、会員の情報を元に行動でき
るので、迅速な対応をとることができます。
▷防犯
　夜のまちを明るく照らす防犯灯が市内に約 3,500 灯ありますが、そのほ
とんどの設置、維持管理は自治会が行っています。また、昨年度は市内で
78 基の防犯カメラを自治会が設置しました。そのほか下校する子どもの見
守りや、年末夜警など、地域の安全なまちづくりを担っています。

　自治会では、市内一斉清掃「ごみゼロ大作戦」に積極的
に参加して地域の清掃活動を行ったり、資源ごみの無料回
収を実施する自治会もあるなど、まちの美化に大きく貢献
しています。

　回覧板や広報いずみおおつの配布などを通じて地域の情報を届けるのも自治会の役割です。特に、回覧板
にはその地域に密接した情報が満載で住民にとって重要なものとなっています。その他にも地域の交流・親
睦を図るイベントの開催なども多くの自治会で行われています。

サマージャンボ宝くじ販売 ! !
発売期間　7月 6日㈬～ 29日㈮
◎サマージャンボ宝くじの当せん金は、１等・前後賞合わせて７億円
◎サマージャンボミニ 7,000 万も同時発売　　　　　　　　　　　　
◎サマージャンボ宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
問合　公益財団法人　大阪府市町村振興協会（☎06・6941・7441）

めざす姿：地域がつながり地域で課題解決できるまち
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■ 自治会連合会役員
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河原町
清水町
西港町
下之町
高津町
上之町
戎町
本町
神明町
東港町
若宮町
田中町
式内町

府営式内住宅
旭町
昭和町
東雲町
下条町
宇多
虫取
下条町中
さつき団地

ディオフェルティ泉大津
アルザ

リーベスト泉大津
テスハイムガーデンズ泉大津

菅原町

春日町
小松町
松之浜町

なぎさ町一番館
なぎさ住宅
なぎさ町２番
池浦町

府営要池住宅
我孫子
豊中町
東豊中
東豊中町上
穴田
板原町
新宇多

虫取市営住宅
宇多之庄
楠町西

板原リバーサイド
助松町
浜助松
助松ハイツ
上条

府営東助松住宅
助森

東助松町３丁目
東助松町４丁目

三 浦　祥 男
横 田　勝 久
楠 本　英 治
藤 村　順 人
木 村　眞 一
扇 田　憲 一
高 寺 　 壽
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森第一住宅
新森

森北商店会
北助松第一次団地
北助松第二次住宅
北助松第四次団地

寿町
宮町

泉大津警住
二田町
池園町
条南町

北豊中町１丁目
北豊中２丁目
北豊中町３丁目
グランコート泉大津Ⅱ

門 脇 　 博
土 川　純 一
片 芝 　 清
松 倉　孝 一
川 上　良 雄
小 出 水　久
中 桐　清 治
岸 本　裕 光
石 田 　 淳
金 子　義 宏
宮 﨑 　 晃
西 田　麻 央
藤 江　英 伸
土 井 　 悟
初 田　章 則
藤 原　一 恵
浅 野　重 秋
八 木　正 員
川 上 　 裕
米 田　英 信
𠮷 村  譲
坪 野　敏 治
橋 本　達 也
後 藤　年 芳
岩 下 　 泊
俵　チ ズ 子

森 田　聖 人
正 木 　 哲
納 谷　勝 哉
藤 林　修 二
堀 内　義 夫
堀 内　久 雄
着 本　和 雄
三 田　忠 雄
和 田 栗　輝 雄
河 越　弥 三 郎
増 沢　季 正
山 下　義 孝
甲 斐　保 嘉
藤 原　國 子
平 松　泰 男
竹 田　友 治
丸 谷　正 八 郎
大 久 保　學
高 橋 　 登
近 藤　正 美
橋 本　正 三
　　村　千 枝
石 田　幸 子
高 橋　四 郎
和 山 　 勇
大 西　麻 衣
竿 下 　 力

■ 各自治会の会長
校区 自治会名 氏 名

◎自治会連合会役員
◎自治会長 が決まりました！

平成 28 年度の各自治会の会長が決まりました。また、各
自治会間の連携強化を図るために組織されている自治会連
合会の役員も決定しましたので、お知らせします。

問合　人権市民協働課（市役所１階２番窓口）

7 月 22日㈮～ 10月 24日㈪投票期間

投票方法など、詳しくは「ゆるキャラグランプリ 2016」公式サイトでご確認ください。 http://www.yurugp.jp/

パソコン、スマホ、携帯電話から１日１回投票できます。

全国さまざまなキャラクターの日本一を決める「ゆるキャラグランプリ
2016」に今年もおづみんがエントリー！ おづみんに全国区の人気者に
なってもらうため、市民の皆さんの応援をお願いします！
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。いさだくせ合問おでま課整調画画企企

）

てに話電おはずま※
館民公南所場

せ合問要（～時1後午日曜日3・1第第
室

月毎時日
教語本日津津大大

ム
泉▷

ーホ年少青労勤所所場場

めざす姿：健康で心豊かに暮らせるまち

特定健康診査・健康診査

市国民健康保険加入の 40～ 74 歳の人、16 ～ 39 歳の市民の皆さんへ

集団健診を行います！

【受診者全員】▷ホテルレイクアルスターティーサロン割引券　▷スポーツクラブ　ルネサンス一日無料体験チケット
【抽選で各日１人】　▷ホテルレイクアルスター和食レストラン小津ペアお食事券（4,000 円相当）
また、受診会場ではトクホ（特定保健用食品）のサンプル配布を予定しています。

プレゼ
ント

ありま
す

　泉大津駅前のホテルレイクアルスターでの集団健診を
開催します。下の表の「対象者」に該当する人で、今年
４月以降に健康診査（人間ドック・国保プチドック含む）
を受診していない人は、ぜひお越しください。
実施日　８月 7 日㈰、8 日㈪　※悪天候などにより予告
なく中止する場合あり
受付時間　午前９時～正午　※午前９時～ 10時ごろに受

け付けが集中します。この時間帯は待ち時間が長くなる
可能性がありますので、ご了承ください。
実施場所　ホテルレイクアルスター　アルザ泉大津４Ｆ
（健診での無料駐車券の対応はありません）
定員　▷特定健診…一日 200 人（申込先着順）　▷健康
診査…一日50人（申込先着順）

市国民健康保険に加入し、40～ 74 歳（75 歳誕生
日の前日～昭和 52 年３月 31 日生まれ）の人で、ま
だ今年度の特定健康診査（医療機関での特定健診･人
間ドック含む）を受診していない人
①特定健康診査受診券（受診券をなくした人は再発
行します）　②保険証
問診、診察、身体計測、血圧測定、血液検査、尿検査、
心電図
下記連絡先へ電話申し込み。後日、受付確認はがき
を送付
７月 29 日㈮（ただし、定員に達しなかった場合は、
締め切り後の申し込み可）

16～ 39 歳（昭和 52 年４月１日～平成
13 年３月 31 日生まれ）で、まだ、今年
度の健康診査を受診していない人

健康保険証

問診、診察、身体計測、血圧測定、血液検査、
尿検査
下記連絡先へ電話申し込み。後日、受診券
を送付
７月 29 日㈮（ただし、定員に達しなかっ
た場合は、締め切り後の申し込み可）

保健センター（☎33・8181）保険年金課保健事業係（☎33・9531）

対象者

特定健康診査 健康診査

持物

締切

問合

健診項目

申込方法

　１万円以上の寄附をいただいた人に、いずみおおつ自
慢の「ふるさと産品」をお届けしています。「ふるさと
を大切にしたい」「市の発展に貢献、応援したい」とい
う想いを「ふるさと応援寄附」という形で泉大津市にご
寄附ください。泉大津市のまちづくりに活用させていた
だきます。

　（リニューアルの内容）
★寄附金額 20 万円以上のコースを新設しました
★10万円以上の寄附の場合、複数の品物を選択で
きるようになりました。
★ふるさと産品に右の４つが新たに追加！

泉州名物水なす漬け 日本料理店「三幸苑」
ふるさと会席ペアご招待券

シルク6重ガーゼケット
シルクリビングケット（毛
羽部分）「レッド、グレー」

詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

「いずみおおつ健康チャレンジ計画」のポイント対象事業です（5 ページ参照）

７月１日より
ふるさと応援寄附がリニューアル！
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めざす姿：健康で心豊かに暮らせるまち

めざす姿：すこやか安心長寿のまち

■ 免除承認後の一部納付額と老齢基礎年金額への反映

全額免除
４分の３免除
（４分の１納付）
半額免除
（半額納付）
４分の１免除
（４分の３納付）

※
こ
の
年
金
額
へ
反
映
さ
れ
る
割
合
は
平

成
21
年
４
月
以
降
の
も
の

１か月の一部納付額
（H28年度）

年金額への
反映免除の種類

２分の１

８分の５

４分の３

８分の７

０円

4,070円

8,130円

1万2,200円

高齢受給者証が交付されます70歳になった
国保加入者の皆さんへ

国民年金からのお知らせ
７月は障がい基礎年金の所得状況届の提出月です

平成 28 年度  国民年金免除申請の受付を開始します

◎障がい基礎年金の所得状況届
◎保険料免除申請

※申請日以降に納付された国民年金保険料は希望により還付されます。ただし２年以内に未納期間がある場合は保険料は未納期間に充当されます。
※一部納付額を納めなければ一部免除は無効となります。免除承認後、各免除に応じた納付金額が印字された納付書を使い、納付してください。

（注 1）　同一世帯に後期高齢者医療制度に移行する人がいて、現役並み所得者となった国保被保険者が一人の場合、住民税課税
所得が145万円以上かつ収入が383万円以上で、後期高齢者医療制度に移行した人も含めた収入合計が520万円未満である人は、
申請により一般区分と同様になります。
※所得に応じて自己負担割合などが決まりますので、忘れずに所得の申告をしてください。
（所得の申告がなされていないと、全て「現役並み所得者」と判定されます）

　国民健康保険の加入者が 70 歳になった翌月（1 日
が誕生日の人はその月）から高齢受給者証の対象者と
なります。
　70 歳になった人には、誕生月の月末に高齢受給者
証を送付します。現在、高齢受給者証をお持ちの人に
は７月末に新しい高齢受給者証を送付しますので、８
月からは新しい高齢受給者証を保険証とともに医療機

関に提示してください。
■「限度額適用・標準負担額減額認定証」の交付
　低所得Ⅰ・Ⅱの人は、入院するときや高額の外来診
療を受ける場合、国民健康保険証・印鑑をお持ちのう
え８月以降に「限度額適用・標準負担額減額認定証」
の申請をしてください。
問合　保険年金課（市役所１階6番窓口）

　20歳前の障がいによる障がい基礎年金、または旧障がい福祉年金から切り替わった障がい基礎年金を受けている人は、
日本年金機構から届く所得状況届（現況届）のはがきを期日までに保険年金課へ提出してください。提出が遅れると 10
月分の障がい基礎年金の振り込みが遅れる場合があります。

問合　保険年金課（市役所１階 6 番窓口）、日本年金機構堺西年金事務所（☎072・243・7900）

　平成 28 年度（平成 28 年７月～平成 29 年６月分）国民年金
保険料の免除申請を受け付けます。また、平成 27年度の免除が
承認されていて、引き続き免除を受けたい人のうち、継続審査
対象者以外の人は再度申請が必要です。７月に日本年金機構か
ら届く納付書に同封されている申請書に記入・押印のうえ返送
するか、窓口で手続をしてください。窓口に来られる際は、年
金手帳・認め印（退職を理由とする場合は離職票なども）をご
持参ください。免除が承認された場合は表のとおりとなります。

同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上となる 70 歳以上の国保被
保険者がいる人（注１）。ただし、70 歳以上の国保被保険者の収入の
合計が、２人以上の場合で 520 万円未満、１人の場合は 383 万円未
満である場合、申請により「一般」区分と同様になります。（注1）

同一世帯の世帯主と、国保被保険者が住民税非課税の人
（低所得Ⅰ以外の人）

一般（現役並み所得者および低所得Ⅰ・Ⅱに該当しない人）

所 得 区 分 の 判 定 基 準所 得 区 分 負 担 割 合

現役並み所得者 ３　割

２　割
（誕生日が昭和 19
年４月１日までの
人は1割）

低 所 得Ⅱ

低 所 得Ⅰ

同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税でその世帯の各所得
が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）を差
し引いたときに０となる人
年収例：単身世帯（年金収入のみ）80万円以下

■ 高齢受給者証を持つ被保険者の医療費の自己負担割合　（所得区分によって異なる） 
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発達相談

予防接種

たまごクラス（両親学級）

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

H28年2月21日～3月10日生

H28年3月11日～3月31日生

9か月～1歳未満

Ｈ24年12月生

7月14日㈭

 7月27日㈬

7月20日㈬

8月2日㈫
午後0時45分・1時30分受付
8月2日㈫
午後2時30分～3時受付

8月2日㈫
午後2時30分～4時

7月20日㈬･8月１日㈪
午前10時30分～11時30分
※8月1日㈪
午前10時～10時30分

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ27年12月生

7月12日㈫・7月20日㈬
8月9日㈫
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳の親子

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター

場　所　保健センター

7月12日㈫
8月9日㈫

H26年12月11 日～12月31日生
H27年1月1日～1月20日生

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

8月2日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

　　9月7日㈬　午後1時30分～4時
　　　　（予約制　一人30分）

　

　

場　所　保健センター　　予　約　保健センターまで　

Ｈ28年2月生
午後１時30分～3時
（午後1時15分から受付開始）

7月28日㈭
7月26日㈫

Ｈ26年7月生
Ｈ26年1月生

7月25日㈪

※2歳６か月児のみ育児相談会も行います。
場　所　保健センター　　
持　物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶・問診票（記入して）　
※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

7月19日㈫Ｈ25年7月生

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談
乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

2歳児
2歳6か月児※

場　　所相  談  名

対　　象

時間対　　象日　　時

日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

3歳児

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査などを実施しています。各種相談・健診の日程

ベビーCooking（離乳食講習会）

よい歯を育てる会（歯科健診）

乳幼児健診

ことば（発音や吃音など）・のみこみ・きこえの相談

育児相談

日　　時 対　　象
本市在住の
乳幼児とその保護者

　

　

対　　象

受付時間日　程
午後0時50分～1時20分
午後0時45分・１時15分
午後0時50分～1時20分

［受付］　▷土曜日…午後 5 時～ 10 時　▷日曜日・祝日、年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）…午前9時～午後10時
※正午～午後1時と午後4時～ 5時は受け付け不可
　なお、休日の救急診療は市消防本部（☎21・0119）へ。

■ ヒブ・小児用肺炎球菌・四種混合・MR（麻しん風しん混合ワ
クチン）・水痘・日本脳炎・不活化ポリオ・二種混合・子宮頸が
ん予防ワクチン
　市内指定医療機関で個別接種。広報いずみおおつ４月号「平
成28年度　母子保健予定表（保存版）」をご覧ください。
※子宮頸がん予防ワクチンは、平成 25 年 6 月 14 日から、積極
的な接種勧奨を一時中止しています。
■ BCG予防接種
実施日　7月 11日㈪、7月 22日㈮
受付時間　午後１時15分～２時30分
場所　保健センター
対象　生後3か月～1歳未満（標準的な接種期間は生後5～8か月）
　当日は体温を測定し、母子健康手帳と予診票をお持ちくださ
い。予診票は子ども医療証の手続きの際などにお渡しした「予
防接種と子どもの健康」冊子に挟んでいます。母子健康手帳を
お忘れの場合は接種することができません。また、予防接種を
受ける際は、必ず接種後の副反応について理解したうえで、接
種するようにしてください。

　発達相談員が個別に相談をお受けします（予約制）。

（岸和田市荒木町 1-1-51　☎072・443・5940）

保健センターからのお知らせ (☎33・8181)

泉州北部小児初期救急広域センター
15 歳未満の子どもが休日に病気になったら…

7・8月コース受け付け中。お子さん連れの参加はご遠慮ください。

子育てしやすいまち泉大津子育てしやすいまち泉大津

子育て応援ひろば
子育てに役立つ情報を掲載しています。

パパ！いっしょにあそうぼう
　子育て中のお父さんが子どもさんと一緒に来て、
親子で自由に遊べます。　今回は外あそびです。
親子で、砂あそびや水あそびなど楽しく遊びませんか？
気軽にお越しください。
日時　7月16日㈯　午前9時30分～正午
場所　かみじょう認定こども園乳児棟の園庭
対象　市内在住の 0 歳～就学前の子どもと父親（夫婦
参加も可）
定員　20 組　　持ち物　帽子、タオル、着替え、お茶
申込　不要（当日直接会場へ）

地域子育て支援センターからのお知らせ

赤ちゃんと出かけてみませんか？
おやこ広場 たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム（かみじょう認定こども園内２階）　駐車場は数台利用可。 
定員　20組　　申込　不要

地域子育て支援センターからのお知らせ

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

地域子育て支援センターからのお知らせ

対象　0～就学前対象　　
時間　毎週金曜日　午前9時30分
～午後0時30分、　
毎週土曜日　午後1時～3時

対象　1歳未満児対象　　
毎週月曜日（9月7日・14日・28日）
午前9時 30分～午後0時 30分、
午後1時～3時

地域子育て支援センターからのお知らせ

対象　就学前まで　　
時間　▷火～木曜日…午前 9 時 30
分～午後0時 30分、午後1時～ 3
時　▷金曜日…午後1～3時　
▷土曜日…午前９時 30 分～午後０
時30分　　※7月22日㈮午後は休み

対象　就学前まで
時間　▷金曜日…午前 9 時 30 分～
午後 0 時 30 分　▷土曜日…午後 1
時～3時

対象　1歳未満　　
時間　毎週月曜日…午前９時 30
分～午後 0 時 30 分、午後１時～
３時

(☎23・0012)

※雨天中止
※7 月 11・25 日㈪は終日、4 日㈪は午
後のみ開催

子育て講座～親子で楽しむベビーマッサージ～　

　親子でゆったり遊び、子育て仲間の輪を広げませんか。終わりの会の集いでは、絵本の読み聞かせや、わらべう
たあそびなどを、親子いっしょに楽しみます。気軽にお出かけください。お待ちしています。（時間内であれば、
いつ来ていつ帰ってもかまいません。）　

栄養士さんの栄養相談
「親子で始める子どもの食育」

　赤ちゃんや子どもさんの食事、偏食などについて、
栄養士さんが相談に応じます。　栄養士さんからのお
話のあと、個別に相談できます。
日時　7月26日㈫　午前11時～正午
場所　地域子育て支援センター　おやこ広場「たんぽっ
ぽ」（かみじょう認定こども園内）
対象　市内在住の0歳～就学前の子どもと保護者
たんぽっぽ利用の親子で相談希望先着10組
申込　不要（当日直接たんぽっぽへ）

　ベビーマッサージを通して、赤ちゃんとの絆を深め、特別な時間を過ごしませんか。保護者同士の交流も
楽しいですよ♪
日時　8月1日㈪、8日㈪　午前10時30分～11時30分　　場所　地域子育て支援センター子育て支援ルー
ム（かみじょう認定こども園内２階）　駐車場は数台利用可。　　定員　各10組　　講師　柿坂るみ子氏（ロー
リータッチケア協会認定講師）　　持ち物　フェイスタオル、バスタオル　　申込・問合　開催日 2日のうち
どちらか1日にお申し込みください。7月20日㈬から月～金曜日の午後1時～4時に電話申し込み。
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そ
こ
で
、
大
阪
府
青
少
年
・
地

域
安
全
室
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少
年
課
で
は
、
平
成

26
年
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「
Ｏ
Ｓ
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Ｋ
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ス
マ
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内
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シ
ョ
ッ
プ
を
通

じ
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ス
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論
し
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そ
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達
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必
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け
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そ
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保
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に
考
え
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

泉
大
津
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
「
子
ど
も
の
安
全
対
策
委

員
会
」
で
は
、
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
を

守
る
と
と
も
に
、
安
全
に
使
う
た

め
の
方
法
を
提
唱
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
に
は
、

「
泉
大
津
市
ス
マ
ホ
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で

最
も
伝
え
た
い
こ
と
は
、「
い
い
と

こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も
含
め
て
賢

く
ス
マ
ホ
を
使
お
う
」
と
い
う
こ

と
。
こ
の
取
組
み
を
通
し
て
、
子

ど
も
と
一
緒
に
大
人
も
賢
く
ス

マ
ー
ト
な
使
い
方
に
つ
い
て
、
考

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
子
ど
も
の
思
い
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
て
最
善
の
方
法
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
大
人
の
責
任
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

子
ど
も
を
守
る
に
は

コラムのページ columns stand

インナーマッスルを
きたえよう！

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
持
っ
て
い
る

権
利
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ラ
ム
で
す
。

考
え
よ
う
・
人
権

　薄着の季節、体のラインが特に気になりませんか？すっ
きりとした体形に近づくために効果的と言われている、
インナーマッスルのきたえ方についてご紹介します。
■インナーマッスルとは？
　筋肉は何層にもなって体を覆っています。その中で、
体の深い部分にあって肩関節や股関節などを取り巻く筋
肉のことをインナーマッスル（深層筋）と呼びます。
　インナーマッスルは常に関節の動きをサポートし、姿
勢などを保持して安定させるための筋肉で、代表的なも
のに大腰筋（上半身と下半身をつなぐ筋肉で骨盤や背骨
を支える）があります。ここが衰えると骨盤を支えられ
ないことで猫背になったり、内臓が下がってぽっこりお
腹になる、腰のくびれがなくなるといったことが起こり
ます。インナーマッスルは基礎代謝にも関わる筋肉です
から、きたえることでダイエット効果も期待できます。

■インナーマッスルのきたえ方
　インナーマッスルは持久力に富んだ筋肉のため、有酸
素運動が効果的です。一般的な筋トレのように大きな負
荷をかけるのではなく、「低負荷・高回数」（最初は低回数
から始める）が基本になります。
●その場足ふみ（50 歩）→腕を大きく振りながら、あげ
た太ももが床と平行になるまでゆっくり上げる
●お尻歩き（前後に 10 歩）→膝を曲げて座り、そのまま
お尻を動かして前進・後退する
●片足上げ（左右 5 回）→片膝を立てて座り、伸ばしてい
る方の足を床から5ｃｍ上げて５秒静止する
　どれも必ず呼吸しながら行ってください。インナーマッ
スルをきたえてぽっこりお腹を卒業しましょう！また、
特定健診を受けてメタボチェックも忘れずに。
問合　保険年金課（市役所1階6番窓口）

コラム

ス
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Mayor's
Work

5・6月の主な動き

市長の
う ご き

●5月26日㈭
市内の全小学3年生が庁舎見学で

市長室を訪れました。市長の公務の
説明や市長への質問などを行い有意
義な時間となりました。

●6月6日㈪
東京都千代田区でネットワーク

型災害協定の調印式に出席しまし
た。調印式後の首長会議では、九
州ブロックの構成団体から熊本地
震での対応について報告を受け、
ネットワーク間で情報を共有しま
した。

●2日㈯
社会を明るくするつどい（市民会
館小ホール）
●3日㈰
原水爆禁止国民平和大行進（市役所前）
●5日㈫
セーフコミュニティ推進協議会
（福祉センター）
●6日㈬
タウンミーティング（南曽根公民館）
●11日㈪
要保護児童対策地域協議会（福祉
センター）
●14日㈭
近畿港湾協議会理事会（神戸市内）
●26日㈫
タウンミーティング（要保育所）
その他、人権・港湾関係会議等出
席（7件）

◆ガラス玉づくり（毎月実施）　日時／①7月3日㈰、②8月7日㈰　①②とも午前10時～、
午後１時～　定員／午前、午後とも先着4人　参加費／30gまで500円、それ以上は一律
600円　申込／①電話予約受付中、②7月31日㈰の午前10時から電話予約

◆泉州に息づく技「須恵器の歴史と復元の技」 日時／7月17日㈰　午後1時30分～（受
付は午後1時～）　定員／先着50人　講師／西念秋夫氏（西念陶器研究所）　申込／７
月３日㈰の午前10時から電話予約

◆夏休み弥生体験講座
①「布のバッグによる色々な色でコラージュ」　日時／7月24日㈰　午後1時30分～
（受付は午後1時～）　定員／先着25人（小学生以上。小学3年生以下は保護者同伴）
参加費／500円　講師／橋本真理氏　申込／7月10日㈰の午前10時から電話予約
②「粘土で銅鐸をつくろう」　日時／①7月27日㈬、②8月2日㈫、③8月3日㈬　①②③
とも午前10時～（受付は午前9時30分～）、午後1時30分～（受付は午後1時～）
定員／各先着20人（小学生以上。小学3年生以下は保護者同伴）　参加費／500円
講師／坪田恵氏　申込／7月13日㈬の午前10時から電話予約
なお、詳細は弥生学習館まで

◆企画展「―戦争の記憶―」 日時／7月14日㈭～8月9日㈫（水曜日休館）　場所／織編
館ギャラリー　内容／明治維新以降、欧米列強に並ぶ強国を目指して富国強兵政策をと
った日本。戦争と市民生活の様子を今に残る資料から振り返ります。

◆夏休み子ども手織り体験「はたおりを体験しよう！」～移動ポケット～
ズボンやスカートのウエスト部分に付けてポケットのように使える小物入れを作ります。
参加者には真田紐キーホルダーをプレゼント！
日時／7月24日㈰、25日㈪、28日㈭、29日㈮　午前の部　10時～正午　午後の部　1
時～3時　場所／織編館体験学習室（テクスピア大阪2階）　対象／小・中学生（小学3
年生以下は必ず保護者同伴。足で踏み木を操作しますので120cm程度の身長が必要で
す。）　定員／午前、午後とも先着4人　費用／500円（材料費込み）　講師／織編館手
織の会ボランティアの皆さん　申込／7月4日㈪の午前10時から電話で織編館へ

◆織編館ギャラリー 「平和のメッセージ展」　日時／7月5日㈫まで 内容／平和への願
いをテーマとしたイラスト・絵・詩などを描いたうちわ約900点
なお、詳細は織編館まで

織編館
おり   あむ   かん ☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 ☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

7 月の主な予定
※(　) 内は場所
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3 月に国重文に答申された泉穴師神社神像群の美と歴史に迫ります。
日時／ 7月 16 日㈯　午前 10 時～ 11 時 30 分 ( 受付午前 9時 30 分～ )
講師／吉原忠雄氏 ( 元大阪大谷大学教授・泉大津市文化財保護審議会会長 )
場所／テクスピア大阪 3階 301 会議室　申込／不要

市民歴史講座「日本最多・泉穴師神社の神像群～ 83 躯の再発見」



25 広報いずみおおつ　平成28年7月号

Izumiotsu  Town  Topics

24

の話題まち Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。

5月22日、東港町・神明町・本町などを南北に走る、通称
「浜街道」周辺で恒例の浜街道まつりが行われました。浜街道
は毛布発祥の地とされる本市の「ふるさと風景」。昔ながらの
毛布工場や歴史的な趣を残す町並みの中で、子どもが懐かしい
遊びを教わったり路上ライブなどを楽しんだり、浜街道一帯が
おおいに賑わいました。

第15回浜街道まつり
史ある町並みを堪能歴

景観人の集いが主催する「絵のあるまちづくり　第8弾」
を描くことを通じて学ぶ絵

この活動は、地域の皆さんと一緒に絵を描くことで、地域のこどもたちが景観を「守る心・育てる心」を養い、景観保全や落
書き防止などに結び付けることを目的としています。今回は、松之浜一丁目の南海本線連続立体交差事業により建設された140
ｍにわたる長大なコンクリート塀をキャンバスに選び、東陽中学校・誠風中学校・小津中学校の生徒約50人が、スケールの大き
さに驚きながらも楽しんで五線譜を背景に四季折々の草花を描きました。現在、この場所は側道工事中により立入禁止となって
いますので、一般車両の通行が無い状態で安全に作業を行う事が出来ました。一帯から今にも音楽が聞こえてきそうな楽しい雰
囲気が漂い、この力作は府道富田林泉大津線の高架下から少し覗くことができます。道路が供用される日を、ご期待ください。

タマネギ収穫を体験しました
域の人の協力のもと地

楠町西自治会、楠地区こども110番、タマネギ生産者（堀内規史さん）の皆さんのご協力により、地域の子どもたちがタマネ
ギの収穫体験をすることができました。5月23日にくすのき認定こども園児約180人（3～5歳クラス）が、近くの畑に集合し、
たくさんのタマネギを収穫しました。5月25日には楠小仲よし学級の児童約100人がタマネギを収穫。市婦人協議会協力のもと
南公民館で調理し、参加者みんなでおいしくいただきました。ご協力いただきました地域の皆さんありがとうございました。

「自分たちの街をきれいに！」をスローガンに、5月29
日に市内一斉清掃「泉大津市ごみゼロ大作戦」を実施。
また、臨海地区では「港湾美化啓発運動」も同時に開催
されました。これは５月30日の「ごみゼロの日」にちな
み、「私にできること、わが家でできること、わが社で
できること」をテーマに、自治会や事業所など約70の協
力団体に市職員を加えた約5,000人が参加し、臨海地区
では約450人が参加しました。子どもやお年寄りの参加
も目立ち、日ごろから多くの人が使用する道路や公園・
緑道などを一斉清掃し、快い汗を流しました。

ゴミゼロ大作戦を実施しました
分の手で街をきれいに自

5月25日㈬、市教育委員会と大阪体育大学との連携事業「体を動か
すって楽しい！！～体大生と遊ぼう！」プログラム第1回目が行われ
ました。

大阪体育大学の大学生が自分たちでプログラムした指導案をもと
に、今回は、手つなぎ鬼ごっこといった遊びながら行う基礎運動をは
じめとして、フットワークに関するプログラムを行いました。子ども
たちは疲れた様子も見せず、楽しく体を動かしていました。

楽しく体を動かして、来年の体力測定では参加児童全員の体力が向
上していること間違いなし！

子どもの体力向上推進プロジェクト
しく遊んで体力向上楽
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お城とマットをありがとう
っぱい遊んで仲よく元気!!い

国際ソロプチミスト大阪―いずみから「子育て支援に役立
てていただきたい」と戎幼稚園に遊具の寄贈を受けました。
市長から感謝状の贈呈を行い、園児たちからはお礼の歌と手
作りのプレゼントを渡しました。

稲作体験講座
植えにチャレンジ！田

池上曽根弥生学習館では、稲作を通じて弥生時代を体験する講
座「弥生村の米づくり」を開催し、96人が参加しました。６月19
日は池上曽根史跡公園内の体験水田で古代米と呼ばれる「黒米」
の田植えを行いました。当日は雨模様でしたが、参加者は苗の植
え方の説明を受けた後、靴下や長靴で田んぼに入り、手で苗を植
える体験を家族や友人と楽しみました。

地域の思いを熊本へ！
治会が被災地支援を実施自

条南町自治会は熊本地震義援金チャリティーイベントを５月15
日、条南長寿園で開催しました。当日は焼きそばやぜんざいなど
が振る舞われ、趣旨に賛同した多くの人々が訪れました。当日の
売上げと募金を合わせた125,346円全額を被災地義援金として日
本赤十字社に送りました。

事務事業評価委員会を設置
りよい市政運営のためによ

市が行う事業について、第三者の視点と専門的な見地から議論
や評価を得ることを目的に、学識者と公募の市民で構成する事務
事業評価委員会を設置しています。5月24日㈫に開催した第1回の
委員会では、国の地方創生に関する交付金を活用して、平成27年
度に実施した16事業について、専門的見地から評価や今後に向け
た提案などさまざまな意見をいただきました。委員会の様子な
ど、詳しくは市ホームページをご覧ください。

市民ロビーに応接机・長椅子を寄贈
民の憩いの場に市

6月7日オンリーワン工房「幹」から、市役所1階の市民ロ
ビーにケヤキ1枚板造りの机、イチイ造りの長椅子の寄贈が
ありました。市長は6月17日に感謝状を贈りました。「とて
も温かい」と市民から喜ばれています。

↑市民ロビーに置かれたケヤ
キの机、イチイの長椅子
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月～金曜日
午前9時～午後5時保健センター

一般健康相談
（予約不要）

月～金曜日
午前9時～午後5時

場　所 日　程相　談

歯科・栄養相談
（予約制）

健康相談のお知らせ 健康・育児などに関する電話
相談も受け付けています。
［日程］月～金曜日（祝日除く）
［時間］午前８時 45 分～午後
５時 15 分

　市では食育推進の一環として、農業
体験を中心とした親子参加型の食の体
験活動「わくわく食育体験」を行って
います。
　今回、4 月に植え付けを行ったかぼ
ちゃが、収穫の時期を迎えます。親子
で土に触れながら、収穫する楽しさを
味わいませんか。
開催日　8月 6日㈯　※小雨開催
時間　午前10時～（受付は午前9時 45
分から）
場所　池浦町 4 丁目農地　※お車での
お越しはご遠慮ください。
対象　本市在住の中学生までの子ども
と親（祖父母可）
募集人数　若干名　（先着順）
内容　かぼちゃの収穫（収穫したもの
はお持ち帰りいただけます）
参加費用　一家族 500 円（当日受付に
てお支払いください）
申込・問合　7 月 11 日㈪から平日午前
8 時 45 分～午後 5 時 15 分　保健セン
ターまで電話か窓口　　

　8 月 8 日㈪午前 8 時 45 分より、保健
センターで実施する各種がん検診の秋
季日程の予約受付を開始します。対象
の年齢は平成29年 3月 31日時点です。

　予約は、保健センターへ電話か窓口
で受け付けます。8 日は、電話が混み合
い、つながりにくくなることが予測さ
れますがご容赦ください。
■胃・大腸・肺がん検診（レントゲン
またはらせんＣＴ）
対象　40歳以上の市民（らせんCTはヘ
ビースモーカーの人対象）
自己負担額　▷胃…500 円　▷大腸…　
500円　▷肺（ﾚﾝﾄｹﾞﾝ）…500円　▷肺（ら
せんＣＴ）…1,000円
実施日　①10 月 16 日㈰、②10 月 20 日
㈭、③11 月 4日㈮、④Ｈ29 年 3月 2日㈭
※③の肺がん検診はらせんＣＴのみ。
②、④の肺がん検診はレントゲンのみ。
※検診は午前のみ。ただし、らせん CT
を単独で受ける人は午後となります。
■乳がん検診
対象　40歳以上の女性市民
自己負担額　500円
実施日　9 月 16 日㈮、10 月 7 日㈮、11
月28日㈪、12月2日㈮、Ｈ29年2月8日㈬、
3月 16日㈭　※検診は午前・午後
■骨粗しょう症検診
対象　40歳以上の女性市民
自己負担額　500円
実施日　10 月 7 日㈮、平成 29 年３月
16日㈭　※検診は午前・午後

　椅子に座りながらの簡単な運動で頭

も身体もスッキリ！　65 歳以上の市民
であれば、どなたでも参加できます。
日程・場所　
7月 12日㈫…条南長寿園
7月 13日㈬…松之浜長寿園
7月 14日㈭…春日町自治会館
7月 15日㈮…南公民館
7月 19日㈫…条東長寿園
7月 20日㈬…東助松長寿園
7月 21日㈭…北曽根公民館
7月 26日㈫…穴師長寿園
7月 27日㈬…なぎさ住宅集会所
7月 28日㈭…板原長寿園
8月 10日㈬…助松長寿園
時間　午前10時～ 11時 30分
（ただし、松之浜長寿園、穴師長寿園、
助松長寿園は午後1時 30分～ 3時）
問合　高齢介護課（介護予防係）　

　高齢者を対象に健康相談を実施します。
日時　7月 15日㈮、8月 5日㈮　
時間　午後１時30分～２時30分
場所　総合福祉センター１階相談室
内容　▷検尿　▷血圧測定 　▷健康に
関する相談
問合　総合福祉センター（☎23・1390）

▷7 月 18 日㈷　岩月歯科医院（旭町
7ー 27　☎31・2212）　
　診療受付時間は午前9時 30分～11時
30 分、午後１時～４時で、初診料が必
要です。事情で担当歯科医院を変更す
る場合や診療を中止することがありま
すので、電話で確認のうえご来院くだ
さい。電話がつながらない場合は消防
本部へ。

▷風しん抗体検査（要電話予約）
▷肝炎ウイルス検査（要電話予約）
▷エイズ・クラミジア検査と相談

健 康 の ペ ー ジ
[ 問合 ]保健センター（☎33・8181）

救急、急病などいざというときの連絡先
●泉大津市消防本部　☎21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター　☎072・443・5940
●和泉保健所　☎41・1342
●救急安心センターおおさか　☎＃7119 または 06・6582・7119 

がん検診
秋季日程の予約受付開始

楽笑会（楽しみながら笑顔に
なれる健康づくりの会）

わくわく食育体験
「収穫祭」参加者募集

7 月の祝日歯科急病診療医院

和泉保健所からのお知らせ

高齢者健康相談

健康診査のお知らせ ( 無料・予約不要）　

対象　昭和 52年 4月 1日～平成 13年 3月 31日生まれの市民　持物　健康保険証
※当日の朝食はできるだけ抜いてお越しください。　問合　保健センター

場所

北公民館

日時

7 月 14日㈭
午前 9時 30分～ 11時 30分

内容

問診・診察・身体測定・血圧測定・
尿検査・血液検査（脂質、肝機能、
血糖、腎機能、貧血など）
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　幅広い年齢層で毎週楽しく体を動か
しています。ぜひ、一度見学に来てく
ださい。（無料体験もあります）
日時　土曜日　午前10時～11時
場所　総合体育館　第 3 体育室　（改修
工事中は条南小学校体育館）
内容　エアロビクス・ピラティスなど
問合　辻川（☎090・8161・0362）　

　護身術にもなる少林寺拳法を一緒に
体験しませんか？　老若男女は問いま
せん。親子入会参加も可能です。体験・
見学は随時受付中。初心者大歓迎です！
練習日時　毎週水・土曜日　午後 6 時
30分～9時　場所　南公民館
問合　南公民館（☎33・1764）また

は指導者　（☎090・4497・6167）

　総合体育館では、土曜日の午前中に
小中学生とその保護者を対象に無料開
放を行っています。
　卓球やバドミントンなどができます。
なお、道具の貸し出しはありませんの
でお持ちください。
今月の無料開放日　7 月 9日㈯・23 日
㈯　午前9時～正午

　トレーニング室を利用するには講習
会の受講が必要です。総合体育館では、
次の日程で講習会を開きます。
対象　15 歳以上の人（中学生は不可、
高校生は申し込み時に年齢を証明でき

るものを提示）　定員　6人
講習日の持物　250円（許可証を発行）・
縦 3cm× 横 2cm の顔写真・上靴・運
動のできる服装
申込　7 月 24 日㈰ 午前 10 時から総
合体育館へ（電話不可）
　なお、7月分も空きがあります。

日時　7月31日㈰　午後1時30分～
場所　テクスピア大阪　小ホール
問合　あびこ踊り保存会　大塚会長　
（☎33・6464）、山 田（☎090・
9099・9629）

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 ) 総合体育館＝☎33・1200

トレーニング室
利用講習会（8月分）

7月9日・23日は
総合体育館無料開放！

少林寺拳法スポーツ
少年団員募集

リズムＤＥダイエット
サークルメンバー募集 日　　時

2 日㈫
7日㈰
10日㈬
18日㈭

午後 3時～
午前 10時～
午後 7時～
午後 7時～

4日㈭
9日㈫
16日㈫
20日㈯

午後 7時～
午前 10時～
午後 3時～
午前 10時～

利用講習会 8月分日程表

て つ ぼ う コ ー ス水 泳 コ ー ス

条南小学校プール 条南小学校グランド

▷市内小学校 1～ 3年生
▷5ｍ以上泳げない子ども（顔
つけができない子どもを優先）
▷4日間休まないで参加できる
子ども

▷逆上がりのできない子ども　
▷3日間休まないで参加できる子ども

50人 40人 40人

1,000 円（保険料を含む） いずれも 300円（別途任意保険料 810円）

7月28日㈭～31日㈰（4日間）
午前 9時 30分～ 11時 30分

8月 3日㈬～ 5日㈮（3日間）
学年で時間帯が変わります

条南小学校体育館

▷市内小学 4～ 6年生 
▷体力アップしたい子ども 
▷3日間休まないで参加できる子ども 

30 人

8月 3日・10日・17日 （3日間）
いずれも水曜日
午前 10時～11時

「遊びを含みながらの体力づくり
（体幹・バランス感覚など）」

Ｊｒトータルトレーニングコース
教室名

日 時

場 所

定 員

対 象

受講料

▷市内小学 1～2年生

午前 9時 45分～10時 45分

▷市内小学 3年生

午前 11時～正午

夏休み子どもスポーツ短期教室　受講者募集！
　夏休みの期間中、下表のスポーツコースに参加するお子さんを募集します。
申込方法　往復はがきに、①受講者名（ふりがな）、②性別、③学年、④電話番号、⑤水泳コースのみ子どもの状況をできるだけ詳しく記入し、
総合体育館（〒595-0013　宮町2ー50）へ郵送。返信用にも、申込者の住所・氏名を記入のこと。
締切　7月13日㈬必着　　※各コース、はがき1枚に対して1人1教室の申し込みです。定員を超えた場合は抽選になります。
■ 平成 28年度　夏休み子どもスポーツ短期教室のメニュー

あびこ踊り発表会

総合体育館改修工事のお知らせ　平成 28年 8月 22日㈪～平成 29年 1月 11日㈬まで改修工事のため、体育館はご利用できません。
平成 28年 7月 1日㈮からは駐車場もご利用できませんので、徒歩および自転車でご来館いただきますようお願いします。

★お申し込みは往復はがきで！

29 広報いずみおおつ　平成28年7月号



教
育
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で
は
、
来
年
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（
平
成
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年
）
に
市
内
小
学
校
へ
入
学
を
予
定
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る
お
子
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る
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に
対

し
て
、
入
学
に
あ
た
り
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お
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ん
の

こ
と
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ん
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と
や
心
配
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と
な
ど
の
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談
を
受
け
る
就
学
相
談

を
行
い
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す
。
ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
申
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み
く
だ
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い
。

申
込
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格

平
成
29
年
度
に
市
内
小

学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
の
い

る
家
庭

申
込
７
月
29
日
㈮
締
め
切
り

相
談
実
施
日
申
し
込
み
後
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
指
導
課
（
市
役
所
３
階
）

市
税
の
納
付
に
関
す
る
夜
間
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
日
７
月
19
日
㈫
、
28
日
㈭

開
設
時
間
午
後
７
時
30
分
ま
で

開
設
場
所

市
役
所
税
務
課
５
番
窓

口※
各
種
証
明
書
の
発
行
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
税
務
課
（
市
役
所
１
階
５
番
窓

口
）

「
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」

「
育
児
や
家
庭
内
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
」「
離
婚
し
た
い
け
れ
ど
将
来
が
不

安
」
…
な
ど
、
く
ら
し
の
中
で
直
面
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
。「
女
性
相
談
」で

は
、
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
と

一
緒
に
考
え
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

自
分
の
気
持
を
素
直
に
表
現
し
「
あ

る
が
ま
ま
の
自
分
」
を
受
け
入
れ
「
自

分
ら
し
さ
を
取
り
戻
す
」
た
め
に
、
自

分
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
不
安
の
対

象
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
対
応
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

年
内
の
日
程

７
月
26
日
、
８
月
９

日
、９
月
13
日
、10
月
11
日
・
25
日
、11

月
８
日
、
12
月
13
日
　
い
ず
れ
も
火
曜

日
。
午
後
１
時
～
４
時
の
間
で
１
時
間

程
度

申
込

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
へ
電
話
予

約
（
☎
21
・
６
５
５
５
）

問
合
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
、
人
権
市
民

協
働
課
（
市
役
所
１
階
２
番
窓
口
）

総
合
体
育
館
前
に
立
面
花
壇
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
権
の
大
切
さ
を

伝
え
る
た
め
に
植
え
て
い
る
「
人
権
の

花
」
と
い
い
、
花
で
「
人
」
の
文
字
を

表
現
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
「
人
権
を
尊
ぶ
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
の
基
本
理
念
で
あ
る
、
お
互
い

を
大
切
に
す
る
心
を
育
み
、
す
べ
て
の

人
が
生
き
が
い
・
思
い
や
り
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
真
に
心
豊
か
な
ま
ち
の

実
現
を
め
ざ
す
も
の
で
、
６
月
６
日
、

市
の
人
権
啓
発
推
進
委
員
の
皆
さ
ん

の
手
に
よ
り
、
ベ
ゴ
ニ
ア
に
植
え
替
え

ま
し
た
。

問
合
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
よ
う
！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
工
作

教
室地

球
に
毎
日
届
く
、
太
陽
の
光
。
こ

の
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
を
作
っ

て
走
ら
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
力
を
、
目
の
前
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
小
学

生
の
お
子
さ
ん
の
夏
休
み
の
工
作
や
、

自
由
研
究
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

日
時

８
月
５
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
受
付
午
後
１
時
～
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

第
一
会
議
室
（
市
役
所
北
隣
り
の
建
物

内
）

対
象

市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年

生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

定
員
先
着
40
組

持
物

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

４
個

そ
の
他

当
日
は
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
な
ど
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

締
切

８
月
１
日
㈪
※
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切

申
込
・
問
合
環
境
課
（
市
役
所
２
階

21
番
窓
口
）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
強
い
毒
牙
を

も
っ
て
い
ま
す
が
、
攻
撃
性
の
な
い
お

と
な
し
い
ク
モ
で
す
。
素
手
で
触
ら
な

い
限
り
咬
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
咬
ま
れ
て
も
あ
わ
て
ず
医
療
機
関

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

防
除

花
壇
ま
わ
り
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

く
ぼ
み
や
穴
、
排
水
溝
の
側
面
や
ふ
た

の
裏
、
墓
石
の
す
き
間
な
ど
に
生
息
し

て
い
ま
す
。
見
つ
け
た
場
合
は
、
直
接

手
で
触
ら
ず
に
市
販
の
家
庭
用
殺
虫

剤
（
ゴ
キ
ブ
リ
用
ス
プ
レ
ー
な
ど
）
で

駆
除
し
て
く
だ
さ
い
。
卵
の
う
に
は
薬

剤
が
効
か
な
い
の
で
、
踏
み
潰
し
て
く

だ
さ
い
。

生
息
し
そ
う
な
場
所
に
普
段
か
ら

注
意
し
、
ク
モ
の
巣
が
あ
れ
ば
棒
切
れ

な
ど
で
払
い
、
こ
ま
め
に
清
掃
し
て
、

潜
み
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
屋
外
で
の
作
業
に
は
軍
手

な
ど
の
手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
毒
牙
は
短
く
、
衣
服
や
手
袋
の
上
か

ら
皮
膚
に
達
す
る
可
能
性
は
低
い
で

す
。）

咬
ま
れ
た
時
の
症
状

咬
ま
れ
る
と
、

は
じ
め
は
チ
ク
リ
と
針
で
刺
し
た
よ

う
な
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
や
が
て
咬
ま

れ
た
部
分
の
ま
わ
り
が
腫
れ
て
赤
く

な
り
、
痛
み
は
し
だ
い
に
全
身
に
広
が

り
ま
す
。
悪
化
す
る
と
、
多
量
の
汗
を

か
い
た
り
、
さ
む
け
、
は
き
け
な
ど
が

あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

通
常
は
、
数
日
か
ら
数
ヶ
月
で
回
復

す
る
例
が
多
く
、
咬
ま
れ
て
も
重
症
に

な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

咬
ま
れ
た
時
の
処
置

万
一
ク
モ
に

咬
ま
れ
た
ら
、
余
分
な
毒
を
温
水
や
石

け
ん
水
で
洗
い
落
と
し
ま
す
。
多
少
出

血
が
あ
っ
て
も
、
包
帯
や
止
血
帯
は
し

な
い
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
で
き
る

だ
け
早
く
病
院
に
行
っ
て
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
和
泉
保
健
所
（
☎
41
・
１
３
４

２
）
ま
た
は
環
境
課
ま
で
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就
学
相
談
実
施
の
お
知
ら
せ

■
申
請
受
付
は
８
月
９
日
㈫
ま
で
！

申
請
受
付
終
了
ま
で
残
り
１
か
月

程
と
な
り
ま
し
た
。
申
請
が
ま
だ
お
済

み
で
な
い
人
は
お
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
請
も
で
き

ま
す
の
で
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
申
請
期

限
を
過
ぎ
た
も
の
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

▽
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

▽
平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

▽
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
る
人
の
扶
養
親
族
に
当
た
ら
な
い

人▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

支
給
額

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

３
万
円
（
１
回
限
り
）

注
意
事
項

▽
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
は
４
月

末
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▽
本
人
確
認
書
類
や
口
座
情
報
の
写

し
の
添
付
忘
れ
、
申
請
書
へ
の
押
印
忘

れ
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
場

合
に
は
支
給
が
遅
れ
た
り
、
支
給
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
書
は
、
記
入
・
押
印
の
う
え
切

ら
ず
に
そ
の
ま
ま
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
臨
時
給
付
金
担
当
室
（
市
役
所

３
階
　
☎
０
５
７
０
・
６
６
６
・
８

６
５
）

７
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

日
曜
交
付
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時

７
月
３
日
㈰
　
午
前
９
時
～

午
後
３
時
ま
で

場
所
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

在
宅
で
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・

２
級
、
お
よ
び
視
覚
障
が
い
・
下
肢
障

が
い
・
体
幹
機
能
障
が
い
・
脳
原
性

移
動
障
が
い
・
運
動
機
能
障
が
い
・

四
肢
障
が
い
・
じ
ん
臓
機
能
障
が
い

を
有
す
る
身
体
障
が
い
者
手
帳
３
・

４
級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
１
を

お
持
ち
の
人
に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一

部
（
初
乗
り
料
金
）
を
助
成
す
る
平
成

28
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

前
記
に
該
当
し
、
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
人
は
、
手
帳
と
印
鑑
を
お
持
ち

の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
障
が
い
福
祉
課
の
窓
口

問
合
障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

９
番
窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!
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市役所
お知らせ

からの

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
の
申
請
受
付
中

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

日
曜
の
交
付
窓
口

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

※H28年6月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,604人  (＋6人)
●女
 39,331人 (＋18人)
●男
 36,273人 (ー12人)
●世帯数
33,723世帯(＋25世帯)
●面積
   13.41㎢   (±0㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

こどもおづみん食堂ではみんなと一緒にご飯を食べ、
人とのつながりで心の安らぎを感じられるよう、子ども
の居場所を提供しています。
5月のメニューはビビンバ、わかめスープ、びわのコンポ

ート、オレンジでした。今回は初めて参加された子ども達がたくさ
んいましたが、すぐに馴染んで、みんなと一緒に楽しくご飯を食べ
ることができました。初めての人でも安心して来れる場所でありた
いと思います。
▷7月の開催　日時 7月27日㈬　午後6時～

場所 総合福祉センター3階
▷参加者の声 「いつも食べてくれない野菜を食べてくれた。」
「いつも楽しみにしています」
▷食材の寄付 大阪いずみ市民生活協同組合からお肉、お野菜，果
物などを、井上米穀店からお米10kgをご提供いただきました。

問合 こども未来課（市役所1階3番窓口）

こどもおづみん食堂こどもおづみん食堂 7月は27日に開催！

食材（米・根菜類など日もちするもの

で生もの除く）の提供、ボランティア

のご協力をお願いします。

総合福祉センター（☎23･1390）へ

『ご協力のお願い』『ご協力のお願い』

い
つ
も
人
気
の

絵
本
コ
ー
ナ
ー

た
く
さ
ん
の
出
会
い
と

交
流
が
あ
り
ま
す

市
税
の
納
付
に
関
す
る

夜
間
相
談
窓
口
に
つ
い
て

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

「
女
性
相
談
」

「
人
権
の
花
」
を

ご
存
知
で
す
か
？

夏
休
み
宿
題

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ヨ

立面花壇と人権啓発推進委員



雇
用
期
間
９
月
１
日
～
10
月
31
日

勤
務
日
時

月
～
金
曜
日
の
午
前
８

時
45
分
～
午
後
５
時
15
分

業
務
内
容
「
申
請
受
付
」「
端
末
入
力

作
業
」「
電
話
応
対
」そ
の
他
事
務
補
助

資
格

パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
入
力
、

表
、
グ
ラ
フ
作
成
な
ど
）
が
で
き
る
人

年
齢

４
月
１
日
現
在
で
60
歳
未
満

の
人

採
用
人
数
３
人

賃
金
日
額
６
９
０
０
円

社
会
保
険

雇
用
保
険
へ
の
加
入
が

必
要

申
込
・
問
合

７
月
27
日
㈬
ま
で
に

臨
時
給
付
金
担
当
室
（
市
役
所
３
階
）

へ
履
歴
書
を
持
参
、
あ
る
い
は
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
７
月

27
日
㈬
ま
で
に
必
着
。
な
お
、
面
接
日

程
に
つ
い
て
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
中
長
期
的
な
生

涯
学
習
の
推
進
に
関
わ
る
（
仮
称
）
泉

大
津
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。「

地
域
の
身
近
な
学
習
」
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
け
る
人
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
満
16
歳
以
上
（
４
月
１
日

時
点
）
で
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
泉

大
津
市
議
会
議
員
、
泉
大
津
市
の
附
属

機
関
な
ど
の
委
員
、
泉
大
津
市
の
職
員

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）

募
集
人
数
４
人

任
期
８
月
１
日
～
12
月
31
日

開
催
回
数
平
日
夜
間
３
回
程
度

選
考
方
法

応
募
動
機
に
よ
る
書
類

選
考

申
込

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

あ
て
で
、
郵
送
・
窓
口
・
フ
ァ
ク
ス

（
33
・
０
６
７
０
）・
メ
ー
ル
（
syou

gaigakusyuu@
city.izum
iotsu.o

saka.jp）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ

り
、
①
住
所
、
②
参
加
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、③
年
齢
、④
連
絡
先
電
話
番
号

を
お
伝
え
の
う
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
す
る
応
募
動
機
（
１
０
０
字
程

度
）
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
７
月
27
日
㈬
ま
で
に
必
着
）

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

給
付
金
事
業
に
伴
う

臨
時
職
員
の
募
集

生
涯
学
習
に
関
す
る
計
画
づ
く

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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（「
市
役
所
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

５
月
17
日
～
６
月
１
日
の
間
に
、
市

内
小
学
校
３
年
生
、
計
20
ク
ラ
ス
（
６

８
６
人
）
が
庁
舎
見
学
に
来
ま
し
た
。

庁
舎
見
学
の
一
環
で
環
境
課
に
よ
る
、

「
地
球
温
暖
化
」「
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
」
に
つ
い
て
、
ミ
ニ
講
座
を
実
施
し

ま
し
た
。

市
で
は
４
Ｒ
を
推
進
し
て
お
り
、
４

Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
や
施

設
の
見
学
な
ど
環
境
学
習
の
機
会
を

提
供
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け

て
、
ご
み
の
問
題
解
決
へ
の
意
識
啓
発

を
行
う
も
の
で
す
。

※
こ
の
事
業
は
指
定
ご
み
袋
の
収
益

を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
４
Ｒ
と
は
、
①
い
ら
な
い
も
の
を
断

る
（
Refuse）
②
減
ら
す
（
Reduce）

③
繰
り
返
し
使
う
（
Reuse）
④
再
生

し
利
用
す
る（
Recycle）の
４
つ
の
Ｒ

か
ら
始
ま
る
言
葉
で
す
。

日
時

７
月
28
日
㈭
　
午
前
９
時

市
役
所
集
合
（
午
前
９
時
15
分
出
発
）

午
後
４
時
頃
　
市
役
所
帰
着
予
定

行
先

大
阪
い
ず
み
市
民
生
活
協
同

組
合
、
大
阪
ガ
ス
　
ガ
ス
科
学
館
、
大

阪
ガ
ス
　
泉
北
製
造
所
な
ど

対
象
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

※
小
学
１
～
４
年
生
は
保
護
者
同
伴
、

児
童
１
人
に
保
護
者
１
人
、
ま
た
は
、

児
童
２
人
に
保
護
者
１
人
。

※
保
護
者
は
20
歳
以
上
と
し
ま
す
。

※
小
学
５
年
生
～
中
学
３
年
生
は
保

護
者
の
同
伴
不
要
。

定
員
先
着
40
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
切
）
　
※
昨
年
度
未
受
講
者
優
先

持
物
お
弁
当
（
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
、
購
入
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
）・
水

筒
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
・
雨
具

申
込
・
問
合

７
月
12
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
環
境
課
（
☎
33
・
９
１

９
２
、
33
・
９
２
８
９
）
へ
　
※
電
話

申
し
込
み
の
み

※
７
月
13
日
㈬
ま
で
に
、
昨
年
度
未
受

講
者
で
定
員
に
達
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
14
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
、
既
受
講

者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

旬
の
野
菜
を
無
駄
な
く
使
う
方
法

や
省
エ
ネ
、
ご
み
を
出
さ
な
い
環
境
に

や
さ
し
い
調
理
の
工
夫
を
学
び
ま
す
。

日
時

８
月
３
日
㈬
・
５
日
㈮
　
両

日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
小
学
校
１
～
６

年
生
と
保
護
者
の
２
人
１
組
の
ペ
ア

※
保
護
者
は
20
歳
以
上

定
員
各
日
先
着
12
組
（
24
人
）

※
昨
年
度
未
受
講
者
優
先

受
講
料
１
組
５
０
０
円
（
エ
コ
グ
ッ

ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
）

メ
ニ
ュ
ー
「
楽
し
く
作
ろ
う
！
エ
コ

し
て
食
べ
よ
う
！
夏
満
載
プ
レ
ー
ト
」

お
絵
か
き
ス
コ
ッ
チ
エ
ッ
グ
、
野
菜
ピ

ラ
フ
、
カ
ラ
フ
ル
ス
ー
プ
、
お
花
の
オ

レ
ン
ジ
ゼ
リ
ー

講
師

㈱
大
阪
ガ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
堺
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

申
込
・
問
合
７
月
11
日
㈪
午
前
９
時

か
ら
環
境
課（
☎
33
・
９
１
９
２
、33
・

９
２
８
９
）
へ
　
※
１
回
の
電
話
で
１

組
の
申
し
込
み
。
電
話
申
し
込
み
の
み

※
７
月
12
日
㈫
ま
で
に
、
昨
年
度
未
受

講
者
で
定
員
に
達
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
７
月
13
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
、
既

受
講
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
※
こ
の
事
業
は
指
定
ご
み
袋
の
収

益
を
活
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

夏
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
な
ど
に
よ

り
電
力
消
費
量
が
大
幅
に
増
え
る
季

節
で
す
。
今
夏
も
引
き
続
き
、
節
電
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
体
調
の
悪
い
人

の
お
ら
れ
る
ご
家
庭
は
、
熱
中
症
な
ど

健
康
上
支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
で
の
節
電
対
策
と
し
て
は
、
エ

ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
可
能
な
限
り

28
度
に
す
る
、
使
っ
て
い
な
い
照
明
を

こ
ま
め
に
消
す
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
節

電
が
図
れ
ま
す
。

節
電
対
策
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
・

大
阪
市
が
共
同
設
置
の
「
お
お
さ
か
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
で
は
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
、
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
環
境

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）
　
お
お
さ
か
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
６
・
６
２
１
０
・

９
２
５
４
）

公
園
墓
地
（
板
原
町
５
丁
目
）
の
墓

地
区
画
の
中
に
、
雑
草
な
ど
が
多
く
生

え
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
（
特
に

未
使
用
区
画
）。

こ
の
た
め
、
墓
地
内
の
美
観
が
損
な

わ
れ
、
ま
た
周
囲
の
使
用
区
画
や
墓
参

り
さ
れ
る
人
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
墓
地
に
お

越
し
の
う
え
確
認
し
、
除
草
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
市
民
課（
市
役
所
１
階
４
番
窓
口
）

市
立
病
院
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
る
総
務
事
務
業
務
委
託
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
公
表
日
お
よ
び
関
係
資
料

配
布
日
７
月
１
日
㈮

提
出
期
間
７
月
25
日
㈪
～
29
日
㈮

提
出
場
所
市
立
病
院
７
階
総
務
課

契
約
期
間

10
月
１
日
～
平
成
32
年

９
月
30
日

詳
細
は
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。（
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）

問
合
市
立
病
院
総
務
課
（
☎
32
・
５

６
２
２
）

市
役
所
訪
問
小
学
生
に

環
境
ミ
ニ
講
座
を
実
施
！

夏
の
節
電
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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公
園
墓
地
の
墓
地
区
画
の

除
草
に
つ
い
て

市
立
病
院

総
務
事
務
業
務
委
託
業
者
募
集

■全国安全週間のお知らせ
７月１日から７日までは全国安全週間です。「見えますか？

あなたのまわりの　見えない危険　みんなで見つける　安全
管理」をスローガンに、安全な職場環境の形成に向けたさまざ
まな取り組みを行います。

それぞれの職場では、トップが率先して日頃の安全活動を
点検していただき、誰もが安全で安心して働ける職場環境づ
くりに積極的に取り組んでいただきますようお願いします。
問合 泉大津労働基準監督署

■～プロから学ぶ～スーツの着こなし＆ビジネスマナーセミ
ナー

就職活動を行うなかで、「第一印象」はあなたの能力や熱意
を伝えるうえで、重要な要素となります。面接担当者に好印象
をもってもらうポイントはズバリ「清潔感」と「自己演出」で
す。

スーツのプロフェッショナルである「はるやま商事株式会
社」より講師をお招きして、スーツの選び方から着こなし術、
さらには身のこなしやビジネスマナーまで、より実践的にレ
クチャーします。これからの求職活動にぜひ活かしましょ
う！！
日時 7 月 14 日㈭　午前 10 時～11 時 30 分

場所 ハローワーク泉大津（テクスピア大阪 2 階）
定員 男女計 20 人
※普段着でも参加可能ですが、スーツなど実際に面接に行く
服装でのご参加をおススメします。具体的なイメージがつき
やすくなります。
問合・申込 ハローワーク泉大津

■生徒募集および見学会開催します
当校は、通信・環境・整備分野の技能者の育成を目指して

職業訓練を実施しています。このたび、平成 28 年 10 月入校
の生徒を募集するとともに見学会を開催します。
募集期間 6 月 20 日㈪～7 月 28 日㈭　ハローワークにて
願書受付
空調設備科（訓練期間 1 年、定員 30 人、18 歳以上）
※入校選考料・入校料や授業料などについてはお問い合わせ
ください
見学会 7 月 7 日㈭　見学会および体験実習、7 月 25 日㈪、
9 月 7 日㈬　見学会のみ
※各日とも午後 1 時 15 分から受付、1 時 30 分開始
※事前申し込み不要・参加費無料
場所 和泉市テクノステージ 2－3－5（泉北高速鉄道和泉中
央駅より南海バス　テクノステージセンター前下車）
問合 大阪府立南大阪高等職業技術専門校

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

ハローワーク泉大津からのお知らせ
（☎32・5181）

府立南大阪高等職業技術専門校からの
お知らせ（☎53・3005）

環境のお話に真剣に
耳を傾ける小学生

４
Ｒ
を
学
ぶ
エ
コ
バ
ス
ツ
ア
ー

夏
休
み
親
子

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ

楽しく作ろう！エコして食べよう！
夏満載プレート



市
内
在
住
で
原
則
的
に
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、シ
ル
バ
ー

に
登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
会
説
明
会

７
月
15
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分
～

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

▽
航
空
学
生

各
種
航
空
機
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
養
成
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
高

卒
（
見
込
含
む
）
18
歳
以
上
～
21
歳
未

満受
付
期
間

８
月
１
日
㈪
～
９
月
８

日
㈭

▽
一
般
曹
候
補
生

小
部
隊
指
揮
官

の
養
成
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間

７
月
１
日
㈮
～
９
月
８

日
㈭

▽
自
衛
官
候
補
生

所
要
の
教
育
を

経
て
、
３
か
月
後
に
２
等
陸
・
海
・
空

士
に
任
用
。

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
27
歳
未
満

受
付
期
間
男
子
…
通
年
、
女
子
…
７

月
１
日
㈮
～
９
月
８
日
㈭

問
合

自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

岸
和
田
地
域
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
４

２
６
・
０
９
０
２
）

医
療
・
調
剤
事
務
科（
３
か
月
）（
託
児

サ
ー
ビ
ス
付
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

優
先
枠
付
）

優
先
枠
の
申
込
資
格

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
職
登
録
を
し
て
お
り
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
所
長
の
受
講
指
示
、
受
講
推
薦

ま
た
は
支
援
指
示
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
、
生
活
保
護
ま
た
は
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
お
り
福
祉
事

務
所
な
ど
に
当
該
訓
練
の
受
講
の
必

要
性
を
判
断
さ
れ
た
母
子
家
庭
の
母

な
ど
。
ま
た
は
、
就
労
経
験
の
な
い
ま

た
は
就
労
経
験
に
乏
し
い
母
子
家
庭

の
母
な
ど
。

訓
練
期
間

９
月
30
日
㈮
～
12
月
28

日
㈬

訓
練
実
施
校

イ
ン
グ
堺
東
校
（

堺
市
堺
区
北
花
田
口
町
３
ー
１
ー
15

東
洋
ビ
ル
３
階
）

定
員
　
30
人
（
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

優
先
枠
５
人
）

受
講
経
費

無
料
　
た
だ
し
訓
練
に

必
要
な
テ
キ
ス
ト
代
（
１
万
円
）
な
ど

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

託
児
対
象
年
齢

１
歳
か
ら
就
学
前

ま
で

受
付
期
間

７
月
25
日
㈪
～
８
月
12

日
㈮

選
考
試
験
日

８
月
29
日
㈪
　
筆
記

試
験
（
国
語
・
数
学
）、
個
別
面
接

申
込

原
則
と
し
て
居
住
地
を
管
轄

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
合
大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進

室
人
材
育
成
課
委
託
訓
練
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
６
・
６
２
１
０
・
９
５
３
０
）

日
時

７
月
25
日
㈪
　
午
後
２
時
～

３
時
（
受
付
開
始
　
午
後
１
時
30
分
）

場
所
市
立
病
院
　
７
階
大
会
議
室

内
容
「
血
管
撮
影
装
置
の
導
入
に
つ

い
て
」
患
者
さ
ん
に
安
全
な
性
能
に
つ

い
て
の
お
話
を
し
ま
す
。

講
師
放
射
線
科
技
師
長
　
岡
知
彦
氏

問
合
市
立
病
院
総
務
課
（
☎
32
・
５

６
２
２
）

■
男
女
共
同
参
画
市
民
歴
史
講
座

歴
史
上
の
女
性
や
連
続
ド
ラ
マ
に

も
な
っ
た
女
性
な
ど
の
す
が
た
を
通

し
て
、
そ
の
時
代
の
人
々
の
生
き
方

を
、
歴
史
的
な
背
景
を
取
り
入
れ
な
が

ら
学
び
ま
す
。

日
程
・
テ
ー
マ
・
講
師

①
８
月
24
日
㈬
「
リ
タ
と
マ
ッ
サ
ン
に

み
る
国
際
結
婚
」
　
西
口
忠
氏
（
桃
山

学
院
史
料
室
）

②
９
月
28
日
㈬
「
装
い
か
ら
み
る
女

性
」
　
芳
井
敬
郎
氏
（
花
園
大
教
授
）

③
10
月
５
日
㈬
「
女
と
男
の
民
俗
学
」

森
隆
男
氏
（
関
西
大
教
授
）

④
11
月
16
日
㈬
「
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
　
～
子
ど
も
の
視
点
、
女

性
の
視
点
」
　
井
上
敏
氏
（
桃
山
学
院

大
准
教
授
）

⑤
12
月
20
日
㈫
「
真
田
紐
作
り
体
験
と

毛
布
の
歴
史
学
習
」
織
編
館
手
織
り
の

会時
間

①
～
④
午
後
２
時
～
３
時
30

分
　
⑤
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

と
２
時
30
分
～
３
時
30
分
の
２
部
制

（
時
間
は
人
数
に
よ
り
事
務
局
で
選

定
）

場
所

①
～
④
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン

⑤
織
編
館
（
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
１
階
）

定
員
各
回
20
人
程
度

一
時
保
育
先
着
５
人
（
各
回
10
日
前

に
申
込
み
締
切
）

申
込
・
問
合

７
月
13
日
㈬
か
ら
に

ん
じ
ん
サ
ロ
ン
（
☎
21
・
６
５
５
５
）

窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

受
講
生
募
集
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（「
募
集
」
の
続
き
）

泉
大
津
の
親
と
子
の
集
い
～
障
が
い

児
と
の
交
流
会

夏
の
元
気
っ
子
！
の
集
い
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
夏
は
、
恒
例
の
「
作

っ
て
遊
ぼ
う
！
」
で
す
。
う
た
や
ゲ
ー

ム
な
ど
も
い
っ
ぱ
い
予
定
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
、
誘
い
あ
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
同
時
に
、
保
護
者
の
交
流

会
も
行
う
予
定
で
す
。

日
時

７
月
31
日
㈰
　
午
前
10
時
～

正
午

場
所
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

参
加
費

子
ど
も
１
人
に
つ
き
２
０

０
円
（
保
険
・
飲
物
代
）

申
込

参
加
希
望
者
は
７
月
15
日
㈮

ま
で
に
支
援
学
級
担
任
へ
。
保
育
所
の

人
は
保
護
者
会
役
員
へ
、
そ
れ
以
外
の

人
は
浜
小
学
校
の
玉
置
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合

み
ん
な
集
ま
れ
元
気
っ
子
！

泉
大
津
の
親
と
子
の
集
い
実
行
委
員

会
（
浜
小
学
校
・
玉
置
☎
21
・
２
０
０

８
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
学
習

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
は
、
手
話
や
点
字
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
友
達
を
お
誘
い
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
い
ず
れ

も
無
料
で
す
。

■
点
字
体
験

目
の
不
自
由
な
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
点
字

を
学
び
ま
せ
ん
か
？

日
時

７
月
26
日
㈫
　
午
前
10
時
～

正
午

対
象
小
学
３
年
生
～
中
学
生

定
員
先
着
10
人

内
容
点
字
で
絵
本
を
つ
く
り
ま
す

持
物
筆
記
用
具

講
師
点
字
サ
ー
ク
ル
「
に
じ
」

■
紙
芝
居
を
作
っ
て
み
よ
う

世
界
で
ひ
と
つ
の
紙
芝
居
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
？

日
時
７
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮
、
８
月

１
日
㈪
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分対
象

３
歳
児
～
中
学
生
※
３
歳
児

～
小
学
校
低
学
年
の
お
子
さ
ん
は
保

護
者
同
伴

定
員
先
着
15
人

内
容
創
作
紙
芝
居
の
作
製
と
発
表

持
物
絵
の
具
、
水
入
れ
、
筆
、
ク
レ

パ
ス
な
ど
（
日
常
絵
を
描
く
時
に
使
っ

て
い
る
も
の
）、
新
聞
紙
（
３
枚
）・
筆

記
用
具
（
６
Ｂ
～
４
Ｂ
の
濃
い
鉛
筆
）、

雑
巾
　
※
汚
れ
て
も
良
い
服
装

講
師
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
ず

す
ま
し
」

■
手
話
を
学
ん
で
み
よ
う
　
手
話
で

話
し
て
み
よ
う
　
[手
話
体
験
]

手
話
は
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
ひ
と

つ
で
す
。

手
話
と
指
文
字
を
学
び
、
み
ん
な
で

手
話
コ
ー
ラ
ス
を
し
ま
せ
ん
か
？

日
時

７
月
28
日
㈭
、
８
月
４
日
㈭

午
後
２
時
～
３
時
30
分

対
象
小
学
３
年
生
～
中
学
生

定
員
先
着
20
人

内
容
手
話
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
「
聴

こ
え
な
い
」
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
？
自
分
の
気
持
ち
を
指
文
字
な
ど

で
表
現
し
て
み
よ
う
！
！

持
物
筆
記
用
具

講
師

手
話
サ
ー
ク
ル
「
こ
ひ
つ
じ
」

■
車
椅
子
操
作
と
ガ
イ
ド
体
験

ア
イ
マ
ス
ク
な
ど
を
使
い
、
ガ
イ
ド

体
験
を
し
た
り
、
車
椅
子
の
操
作
を
学

習
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

日
時

７
月
29
日
㈮
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

対
象
小
学
４
～
６
年
生

定
員
先
着
20
人

内
容
ガ
イ
ド
体
験
・
車
椅
子
体
験

持
物

目
に
あ
て
る
清
潔
な
ハ
ン
カ

チ講
師

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
「
一
歩
の

会
」

■
「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」
を
作
ろ
う

社
会
福
祉
協
議
会
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」
を
作
り

ま
せ
ん
か
？

日
時

８
月
２
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分

対
象

５
歳
児
～
中
学
生
※
５
歳

児
・
小
学
校
低
学
年
の
お
子
さ
ん
は

保
護
者
同
伴

定
員
先
着
20
人

内
容
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
の
作
成

講
師
さ
わ
る
絵
本
グ
ル
ー
プ
「
そ
よ

か
ぜ
」

■
「
お
手
玉
」
を
作
っ
て
み
よ
う

お
手
玉
は
最
近
、
高
齢
者
の
老
化
防

止
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
老
人
福

祉
施
設
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

昔
な
つ
か
し
い
お
手
玉
を
一
緒
に
作

り
ま
せ
ん
か
？

日
時

８
月
２
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

対
象
小
学
４
～
６
年
生

定
員
先
着
15
人

内
容
お
手
玉
づ
く
り

講
師

介
護
用
品
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
さ
く
ら
そ
う
」

■
朗
読
を
体
験
し
て
み
よ
う

朗
読
や
音
訳
は
目
の
不
自
由
な
人

た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段

の
ひ
と
つ
で
す
。
早
口
言
葉
や
自
分
の

声
を
録
音
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時

８
月
３
日
㈬
・
５
日
㈮
　
午

前
10
時
～
正
午

対
象
小
学
１
～
６
年
生

定
員
先
着
10
人

内
容

発
声
練
習
・
自
分
の
声
の
録

音
（
絵
本
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
）

持
物
筆
記
用
具

講
師
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
あ
め
ん

ぼ
」

申
込
・
問
合

い
ず
れ
も
先
着
順
で

７
月
４
日
㈪
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１

３
９
３
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
申
し
込
み
可
）

シ
ル
バ
ー
で
介
護
業
務
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
高
年
齢
者
を
対
象
に
、
通

学
に
よ
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
(旧
ヘ
ル
パ

ー
２
級
)修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

募
集
期
間

７
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

締
切

受
講
対
象
者

原
則
60
歳
以
上
の
人

で
、
受
講
後
に
介
護
業
務
で
就
業
を
希

望
す
る
も
の
(全
日
程
出
席
可
能
な
人
)

募
集
人
数
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
、
シ
ル
バ
ー
登
録
会
員
を
優
先
し
ま

す
）

講
習
期
間

８
月
17
日
㈬
～
11
月
16

日
㈬
の
う
ち
36
日
間
　
詳
細
は
シ
ル

バ
ー
事
務
局
に
て

講
習
場
所

南
海
福
祉
事
業
会
　
南

海
福
祉
専
門
学
校
(高
石
市
)　
南
海
本

線
北
助
松
駅
 徒
歩
５
分

申
込

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
申
込

書
を
利
用
く
だ
さ
い

問
合
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
０
０
７
）

夏
休
み
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
し
ま
せ
ん
か
？

第
34
回
み
ん
な
集
ま
れ

元
気
っ
子
！

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

34

介
護
職
員
初
任
者
研
修

の
受
講
生
募
集

市
立
病
院
市
民
公
開
講
座

「
歴
史
に
見
る
女
の
す
が
た
、

男
の
す
が
た
」（
全
５
回
）

自
衛
官
な
ど
募
集

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。これは、市内産業の振興を図り、
良質な商品やサービスなどに関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。

問合　　広告掲載についてのお問い合わせは、秘書広報課へ。



本
年
７
月
31
日
現
在
で
、
常
用
労
働

者
１
人
か
ら
４
人
を
雇
用
す
る
事
業

所
を
対
象
に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

８
月
上
旬
か
ら
対
象
調
査
区
内
の
全

事
業
所
に
、
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

厚
生
労
働
省
・
大
阪
府
総
務

部
統
計
課
（
☎
０
６
・
６
２
１
０
・
９

２
０
０
）

全
国
の
商
業
を
営
む
事
業
所
の
事
業

活
動
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

「
平
成
28
年
度
商
業
動
態
統
計
調
査
」を

実
施
し
ま
す
。こ
の
調
査
は
、経
済
産
業

省
が
毎
月
実
施
す
る
基
幹
統
計
で
す
。

調
査
対
象
事
業
所
に
は
、
７
月
上
旬
ご

ろ
か
ら
順
次
、
知
事
が
任
命
し
た
統
計

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ

の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

大
阪
府
総
務
部
統
計
課
　
商

工
業
動
態
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
６
・
６
２

１
０
・
９
２
０
９
）

■
親
子
で
遊
ぼ
う
！
陶
芸
教
室

日
時

①
造
形
　
７
月
17
日
㈰
　
②

絵
付
け
　
８
月
21
日
㈰
　
い
ず
れ
も

午
後
２
時
～
４
時
（
開
場
１
時
45
分
）

対
象
・
定
員

小
学
生
親
子
ペ
ア
先

着
10
組
（
小
学
生
以
下
お
よ
び
お
子
さ

ん
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

材
料
費

１
０
０
０
円
（
粘
土
１
kg
、

焼
成
代
）
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

講
師
大
橋
文
子
氏
（
市
内
在
住
、
陶

芸
作
家
）

申
込
７
月
５
日
㈫
午
後
10
時
～

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
の
み
。

■
第
45
回
歌
声
サ
ロ
ン

今
回
は
45
回
記
念
。
リ
ク
エ
ス
ト
を
中

心
に
選
曲
。
思
い
出
の
曲
を
大
き
な
声

で
歌
え
ば
気
分
爽
快
！

日
時

７
月
24
日
㈰
　
午
後
２
時
～

４
時
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
先
着
１
４
０
人

参
加
料

１
０
０
０
円
（
お
茶
付
き
）

※
歌
本
を
既
に
お
持
ち
の
人
は
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
人

は
ご
購
入
お
願
い
し
ま
す
（
販
売
価
格

１
０
０
０
円（
税
込
）（
定
価
１
２
９
６

円
　
税
込
））。

出
演

酒
井
健
太
郎
氏
（
リ
ー
ダ

ー
）・
山
本
汎
昭
氏
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
）・
松
田
洋
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）

申
込
　
あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
！
　
科
学
実
験
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

水
の
表
面
の
研
究
を
し
よ
う
！

工
作
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

日
時

７
月
31
日
㈰
　
午
後
１
時
～

３
時
20
分

対
象
小
学
生
高
学
年
（
低
学
年
か
ら

参
加
可
能
で
す
が
、
１
、
２
年
生
は
保

護
者
の
付
添
を
お
願
い
し
ま
す
）

定
員
先
着
40
人

材
料
費
５
０
０
円

持
物
筆
記
用
具
・
手
提
げ
袋

講
師
音
田
輝
元
氏
（
大
阪
・
科
学
の

授
業
を
楽
し
む
会
）
ほ
か

申
込
　
７
月
８
日
㈮
午
前
10
時
か
ら

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は
電
話
に

て
予
約
開
始

■
第
９
回
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り

会
 夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
絵
本
の
中
の
お
や
つ
タ
イ
ム
～
お
い

し
い
お
や
つ
な
に
が
た
べ
た
い
？
～
」

工
作
の
時
間
も
あ
る
の
で
、
親
子
で

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
９
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
～
正
午

定
員
先
着
60
人
（
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
お
話
の
内
容
は
年
中
以
上

向
き
で
す
。）

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
「
し
ぃ
ず
ん

ず
」

演
目
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
大
型
紙
し

ば
い
「
お
お
き
な
お
お
き
な
お
い
も
」、

ラ
イ
ブ
絵
本
「
お
さ
る
の
パ
テ
ィ
シ

エ
」、
手
あ
そ
び
、
ほ
か
。
工
作
（
と
び

だ
す
絵
本
、
糸
で
ん
わ
、
お
ば
け
）

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
、
絵
本
読
み
語
り
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
絵
本

を
楽
し
み
、
手
遊
び
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。入
場
無
料
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

日
時

７
月
24
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
「
し
ぃ
ず
ん

ず
」

■
第
４
回
　
川
崎
廣
進
＆
和
花
（
の
ど

か
）
の
仲
間
た
ち
展

日
時

７
月
22
日
㈮
～
27
日
㈬
　
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
27
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

場
所
あ
す
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
「
あ
す
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
個
展
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
で
は
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
な

ど
の
個
展
・
展
覧
会
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用

６
日
間
…
２
万
５
９
２
０
円
（
税
込
）

２
週
間
…
５
万
１
８
４
０
円
（
税
込
）

▽
会
議
室
使
用

１
時
間
…
１
０
８
０
円
（
税
込
）
土
日

祝
は
、
１
日
に
つ
き
１
０
８
０
円
（
税

込
）
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
受
講
生

募
集
中
！

１
人
１
回
か
ぎ
り
無
料
体
験
可
。
事

前
予
約
要
。
受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前

納
制
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

●
み
ん
な
で
楽
し
く
♪
歌
声
く
ら
ぶ

童
謡
、唱
歌
、歌
謡
曲
、み
ん
な
で
歌

え
ば
、心
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
晴
れ
や
か
。

お
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
ス
ト
レ
ス

発
散
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

日
時

第
１
・
３
金
曜
日
　
午
前
10

時
～
11
時
30
分

受
講
料
９
７
２
０
円（
６
回
）（
１
回

１
６
２
０
円
）

講
師

渡
邊
孝
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

音
結
所
属
　
音
楽
療
法
士
）

●
歌
お
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
＆
ポ
ッ
プ
ス

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
正
し
い
発
声
か
ら
歌

唱
指
導
、
豊
か
な
表
現
力
を
身
に
付
け

ま
す
。楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
大
丈
夫
。

日
時

第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

受
講
料
９
７
２
０
円（
６
回
）（
１
回

１
６
２
０
円
）

講
師
岸
良
充
氏（
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）

「
商
業
動
態
統
計
調
査
」
に

ご
回
答
を
！
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（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け

が
の
手
当
な
ど
、
応
急
手
当
を
習
得
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人
を
対
象
に
救
命
講
習

を
開
催
し
ま
す
。

参
加
者
に
は
、
消
防
署
よ
り
「
普
通

救
命
講
習
修
了
証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

７
月
27
日
㈬
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人定
員
先
着
20
人

内
容
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
肺
蘇

生
、
人
工
呼
吸
、
止
血
な
ど

講
師
市
消
防
本
部
救
急
救
命
士

申
込
・
問
合

７
月
４
日
㈪
か
ら
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・

１
３
９
３
）
へ
お
越
し
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
し
込
み

不
可
）

■
わ
く
わ
く
科
学
教
室
～
親
子
で
科

学
を
～

テ
ー
マ
「
液
体
空
気
で
あ
そ
ぼ
う
」

皆
さ
ん
は
液
体
窒
素
と
い
う
も
の

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
マ
イ
ナ
ス

１
９
６
度
と
い
う
と
て
も
冷
た
い
魔

法
の
水
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
の
液

体
窒
素
を
使
っ
た
面
白
い
実
験
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

い
科
学
の
時
間
を
す
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
！

日
時

７
月
30
日
㈯
　
午
前
10
時
～

正
午

場
所
南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
１

年
生
～
大
人

定
員
先
着
50
人

受
講
料
１
人
に
つ
き
３
５
０
円
（
教

材
費
含
む
）

持
物
筆
記
用
具

講
師
竹
田
一
幸
氏

申
込

７
月
10
日
㈰
　
午
前
９
時
か

ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
家

族
が
直
接
南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
・
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０
０
）
へ

申
し
込
み
用
紙
は
１
人
１
枚
配
布
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
12
日
㈫
か

ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン

セ
ル
・
欠
席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
「
友
遊
ス
タ
デ
ィ
」
～
ふ
る
さ
と
再

発
見
ツ
ア
ー
～

夏
休
み
は
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ

ぱ
い
つ
く
ろ
う
！
　
和
歌
山
県
日
高

川
町
の
小
学
生
と
二
日
間
の
生
活
で

交
流
を
深
め
、
関
西
国
際
空
港
や
阪
九

フ
ェ
リ
ー
の
見
学
を
し
て
思
い
出
を

つ
く
ろ
う
！

日
時

８
月
４
日
㈭
～
５
日
㈮
　
午

前
10
時
30
分
～
翌
日
午
後
５
時
（
一
泊

二
日
）

行
先

関
西
国
際
空
港
・
阪
九
フ
ェ

リ
ー
な
ど
（
南
公
民
館
宿
泊
）

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
３

～
６
年
生

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
、

16
日
㈯
午
後
２
時
か
ら
公
開
抽
選
）

受
講
料

４
０
０
０
円
（
参
加
費
含

む
）

申
込
往
復
は
が
き
に
「
友
遊
ス
タ
デ

ィ
」
と
明
記
し
、
①
住
所
、
②
受
講
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
③
性
別
、
④
学
校

名
・
学
年
・
年
齢
、
⑤
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
７
月
15
日
㈮
必
着
で
、
〒

５
９
５
・
０
０
３
８
楠
町
西
１
ー
７

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６
４
）
へ

な
お
、
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
・
氏

名
を
記
入
の
こ
と
。
ま
た
、
申
し
込
み

は
が
き
は
１
人
１
枚
と
し
ま
す
。
申
し

込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠
席
に
つ

い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）

■
僕
と
私
の
ク
ッ
キ
ン
グ
（
青
少
年
育

成
講
座
）

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
お
友
だ
ち
と

力
を
合
わ
せ
て
料
理
を
作
る
こ
と
に

よ
り
友
だ
ち
同
士
の
協
調
性
を
養
い
、

料
理
の
基
本
や
楽
し
さ
な
ど
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
８
月
４
日
㈭
、
18
日
㈭
（
全
２

回
）
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
北
公
民
館

対
象
市
内
小
学
３
～
６
年
生

定
員
先
着
20
人

受
講
料
１
５
０
０
円
（
２
回
分
の
材

料
費
込
）

持
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
持
ち

帰
り
容
器

講
師
浅
野
光
子
氏

申
込

７
月
７
日
㈭
午
前
９
時
か
ら

受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
家
族

が
直
接
北
公
民
館
へ

定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
８
日

㈮
午
前
９
時
か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠

席
に
つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
子
ど
も
体
験
学
習
（
青
少
年
育
成
講

座
）夏

休
み
を
利
用
し
て
、
身
近
に
木
と

触
れ
合
い
、
自
然
の
良
さ
や
、
作
品
の

制
作
を
通
じ
協
調
性
や
自
主
性
を
養

う
た
め
に
も
、
河
内
長
野
市
に
あ
る
木

根
館
に
貯
金
箱
（
ウ
サ
ギ
・
ネ
コ
・
ク

マ
の
い
ず
れ
か
一
個
）
作
り
に
出
か
け

ま
す
。

日
時
Ａ
…
８
月
２
日
㈫
、
Ｂ
…
８
月

９
日
㈫
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４

時
過
ぎ
ご
ろ

集
合
場
所
北
公
民
館

対
象
市
内
小
学
２
～
４
年
生

定
員
先
着
20
人

持
物
リ
ュ
ッ
ク
・
水
筒
・
タ
オ
ル

行
先
木
根
館
（
河
内
長
野
市
）

受
講
料
１
０
０
０
円
（
貯
金
箱
代
・

保
険
料
込
）

申
込

７
月
５
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
家
族

が
直
接
北
公
民
館
へ

た
だ
し
、
申
し
込
み
は
Ａ
・
Ｂ
ど
ち

ら
か
で
す
（
申
し
込
み
用
紙
は
、
１
人

１
枚
お
渡
し
し
ま
す
）。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
６
日

㈬
午
前
９
時
か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠

席
に
つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

問
合

北
公
民
館
（
☎
23
・
０
５
０

５
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６
６
）

地
域
の
文
化
財
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手
法
が
効
果

的
か
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

７
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30

分
～
３
時

場
所
池
上
曽
根
学
習
館

講
師
井
上
敏
氏
（
桃
山
学
院
大
学
准

教
授
）

申
込
不
要

問
合
池
上
曽
根
学
習
館
（
☎
20
・
１

８
４
１
）

救
急
救
命
講
座

（
普
通
救
命
講
座
）

北
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

36

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

勤
労
統
計
調
査
「
特
別
調
査
」
に

ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

詳しくはこちら
（あすとホールホームペ

ージ）

文
化
財
を
有
効
活
用

す
る
た
め
の
研
修
講
座
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税…第 2期分
●国民健康保険料

(普通徴収 )…………………7月分
●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………7月分

●介護保険料 (普通徴収 )……･･7 月分

 　
 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

　
         

  　　

　

  
  
 
にに

2346･23XAF2346･23☎ムーホ年少青労勤●
6681･02XAF1481･02☎館習学生弥根曽上池●
7544･13XAF5544･13☎館編織●
7730･13XAF2650･23☎館書図●
3537･33XAF0644･13☎ータンセ援支育教●
2346･23XAF9868･32☎当担策政働労

0006･23XAF1567･15☎課済経域地●
4928･12XAF4920･12☎

)ータンセルベ(ータンセ援支祉福・健保者齢高●
4931･32XAF0931･32☎ータンセ祉福合総●
5556･12XAF5556･12☎ンロサんじんに●

7109･42XAF6109･42☎
）ざらぷづお（ータンセ援支動活民市●

4507･12XAF0507･12☎館会民市●
6508･23XAF2265･23☎院病立市●
1350･33XAF9110･12☎部本防消●
2140･12XAF1311･33☎所役市●

連
の
関
機
係
関
所
役
市

土

8

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

スーコ

日曜集収みご燃可

量量減減減量減量みみみ減み減ごご

ロ

s
み減量量に減減減量減量みみみ減み減ごご

プ

ptthLRU
0080XAF
1･0080☎
へータンセ
みご大粗
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日
日

㈫

類紙古どなのもとせ
・ンビ･ンカ

クッチスラプ装包器容
・ルトボトッペ日

ガガロロススたたけけ向向

!

集収みご源資の月8

/

日32、㈫日9

㈬日42、㈬日01

㈬日42、㈬日01

㈫日03、㈫日61、㈫日2

㈬日13、㈬日71、㈬日3

㈬日13、㈬日71、㈬日3

日

向けたスローガン

曜月週毎

日曜木週毎

日曜金週毎
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。うょしましく
なを分水、い行をり切水
、はきとるて捨をみご生

日時 ７月９日㈯　午後７時～10時
（雨天の場合は10日㈰）
場所 東雲公園
内容 民踊・あびこ踊り・大津おど
り・河内音頭・模擬店など
※開催中、音響などでご迷惑をおかけ
しますが、ご理解とご協力をよろしく
お願いします。
※泉大津市無形民俗文化財に指定され
ている「あびこ踊り」「大津おどり」
それぞれの保存会では、会員を募集し
ています。
問 合 あ び こ 踊 り 保 存 会 　 大 塚
（☎33・6464）、大津おどり保存会
甘佐（☎32・4914）

夕涼みをかね、家族そろってお越し

ください。 スーパーボール・ポップ
コーン・綿菓子・かき氷・焼きそばな
どの模擬店もあります。
日時 7月23日㈯　午後６時～９時
（雨天中止）
場所 北公民館　駐車場
内容 盆踊り・子どもの盆踊りなど
問合 北公民館（☎23・0505）
※駐車場は臨時も含めてありません。

水辺に関する体験型イベントを開催
します。
日時 7月30日㈯　午前10時～12時
（雨天中止）
場所 槇尾川（槙尾山町、青少年の家
付近）
交通 槇尾中学校前バス停から徒歩約
40分または車（駐車可）
対象 小学生（必ず保護者同伴）
定員 先着20組
申込 Eメールにて、必要事項（参加
者全員の氏名、性別、年齢、住所、電
話番号）をご記入のうえ、7月11日㈪
午前10時より受付。受付開始前の申し
込みは無効となります。
Eメール　otoridoboku-g04@sbox.p
ref.osaka.lg.jp
問合 大阪府鳳土木事務所地域支援・

防災グループ(☎072・273・0123)

日時 ８月７日㈰　午前６時集合（雨
天中止）
集合場所 市民会館前噴水付近
コース 市民会館前⇒港湾労働者福祉
会館前⇒きららセンタービル⇒市民会
館前（徒歩距離約５.５km）
受付 当日、市民会館前噴水付近

冷たいひやしアメを用意しています。
問合 深野（☎090・5883・1896）

日時 ８月21日㈰　雨天決行
集合場所 市役所　９時20分出発（北
助松ウェルシェア前を経由）
行先 兵庫県　箕面観光ホテルスパー
ガーデン
定員 先着49人
参加費 母子福祉会員　大人2,000円
（中学生以上）・会員外　大人3,000
円・小学生　1,000円・幼児　無料
（昆虫館の入園料は自己負担）
申込 ８月８日㈪までに母子福祉会地
区役員または社会福祉協議会（☎23・
1393）へ

情報

Ivent  Information

㈯
32/7 北公民館

ふれあい夏まつり

㈯
03/7 体験型「私の水辺」

IN槇尾川

㈰
7/8 おはよう泉大津大橋を

歩きませんか

㈯
9/7 第26回

市民納涼民踊大会開催

㈰
12/8/

（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

夏
季
特
別
展
「
世
界
の
文
字
の
物
語
～

ユ
ー
ラ
シ
ア
　
文
字
の
か
た
ち
～
」

本
展
の
テ
ー
マ
は
、
文
明
が
誕
生
し

た
こ
ろ
の
中
近
東
や
エ
ジ
プ
ト
か
ら

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
、
そ
し
て
日
本
列
島
ま

で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
文
字
が
た
ど

っ
た
数
奇
な
運
命
、
５
千
年
の
文
字
の

歴
史
で
す
。
30
種
以
上
の
文
字
た
ち
を

記
し
た
東
西
の
考
古
・
歴
史
・
美
術

資
料
を
一
堂
に
集
め
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時

７
月
９
日
㈯
～
９
月
４
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
特
別
展
示

室費
用
入
館
料
（
一
般
６
０
０
円
／
65

歳
以
上
・
高
大
生
４
０
０
円
）

夏
季
特
別
展
関
連
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー

「
ヒ
ッ
タ
イ
ト
人
の“
愛
”を
探
る
／
楔

形
文
字
」

日
時

７
月
16
日
㈯
　
午
後
２
時
～

４
時

場
所
弥
生
文
化
博
物
館
ホ
ー
ル

定
員
先
着
１
７
０
人

講
師
山
本
孟
氏
（
京
都
大
学
文
学
部

非
常
勤
講
師
）

夏
季
特
別
展
古
代
文
字
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ「

楔
形
文
字
」の
基
礎
を
学
び
、名
前

や
好
き
な
言
葉
を
古
代
文
字
で
書
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

日
時

７
月
16
日
㈯
　
午
前
10
時
～

午
前
11
時

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム

定
員
先
着
30
人

費
用
１
０
０
０
円

講
師
山
本
孟
氏
（
京
都
大
学
文
学
部

非
常
勤
講
師
）

申
込
・
問
合

６
月
15
日
㈬
午
前
９

時
30
分
か
ら
電
話
受
付
開
始
　
大
阪

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
46
・
２
１

６
２
）

大
阪
司
法
書
士
会
で
は
、
登
記
手

続
、
裁
判
手
続
、
成
年
後
見
、
多
重
債

務
問
題
、
暮
ら
し
の
法
律
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
セ
ン
タ

ー
堺
は
７
月
１
日
㈮
か
ら
堺
区
中
瓦

町
２
丁
３
番
29
号
へ
移
転
し
ま
す
。

ご
予
約
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、

大
阪
司
法
書
士
会
（
☎
０
６
・
６
９
４

３
・
６
０
９
９
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
受
付
時
間
　
平
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時
）

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
な
ぁ
」

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
っ
て
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
？
」
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
気
軽
に
集

え
る
場
で
す
。
今
回
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
可
愛
い
ハ

ー
ト
の
ポ
ー
チ
「
マ
カ
ロ
ン
」
を
作
成

し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
一
緒

に
お
話
し
し
な
が
ら
作
成
し
ま
せ
ん

か
。

日
時

７
月
28
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時
（
毎
月
第
４
火
曜
日
）

場
所
市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

の
あ
る
人

定
員
先
着
20
人

材
料
費
５
０
０
円

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

日
時
・
場
所

▽
７
月
16
日
㈯
　
午

前
10
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午
後
１

時
ま
で
休
憩
）・
イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
府
中

店問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
５
月
１
日
～
31
日
取
り
扱
い
分
・

敬
称
略
）。

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

泉大津市母子福祉大会
開催します

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●固定資産税・都市計画税…第 2期分
●国民健康保険料

(普通徴収 )…………………7月分
●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………7月分

●介護保険料 (普通徴収 )……･･7 月分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

献
血
の
お
知
ら
せ

▽
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
夏
は
海
、
山
、
川
、

楽
し
み
方
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
の
夏
ど
こ
に

行
こ
う
か
な
～
と
迷
っ
て
い
る
人
！

泉
大
津
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
（
５
ペ
ー

ジ
参
照
）
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
盛
り

上
が
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
（
松
）

▽
今
回
の
健
康
ア
ッ
プ
は
運
動
嫌
い

な
私
に
ぴ
っ
た
り
！
（
22
ペ
ー
ジ
参

照
）
。
き
つ
く
な
い
の
で
続
け
や
す

い
で
す
が
、
効
果
が
出
る
ま
で
は
根

気
が
必
要
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
の
た
め
に
励
ま
し
の
声
待
っ
て
ま

す
♥
仲
間
も
募
集
中
で
す
！
（
萬
）

▽
お
づ
み
ん
か
ら
の
事
前
告
知
。

こ
の
夏
、
新
た
な
「
お
づ
み
ん
グ
ッ

ズ
」
を
発
売
す
る
よ
。
夏
に
ぴ
っ
た

り
の
「
フ
ー
ド
タ
オ
ル
」
。
こ
れ
を

持
っ
て
、
プ
ー
ル
や
夏
フ
ェ
ス
に
出

か
け
よ
う
。
詳
し
く
は
８
月
号
で
紹

介
。
お
楽
し
み
に
！
（
お
づ
み
ん
）

編集後記

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

■関西国際空港からのフライトがますます充実！
関西国際空港からの国際線のフライトが増え、ますます充

実します！
6 月 20 日㈪から、エアアジア X(D7)が関西＝クアラルン

プール線を週 7 便から週 9 便に増便します。午前発便と午
後発便からスケジュールに合わせたフライトの選択が出来
るようになり、クアラルンプールへの旅行が便利になりま
す。さらに、7 月 16 日㈯から、ティーウェイ航空(TW)がグ
アム線を週 3 便から週 4 便に増便します。グアム地域への
旅行がますます便利になります。2016 年夏期スケジュール
は、9 月ピーク時で、開港以来最高便数の週 1260 便を計画
しています。夏休み期間中の
海外旅行の際には、関西国際
空港の国際線をぜひご利用く
ださい。

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

善
意
銀
行

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

堺
の
相
談
（
無
料
・
予
約
制
）
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